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京都大学結核胸部疾患研究所職鼻及準職員

(昭和54年2月1日現在)

所 長 教 授 前 川 暢 夫

(内科学第一吾即ヨ)

主任教授 :前川暢夫,助教授 :中西通泰,講師 :川合 満,助手 :西山秀樹,倉滞卓也,坂東憲司,講師 (非常

勤):吉田敏郎,池田宣昭,今井節朗,角田沖介,中井 準,吉見輝也,松原恒雄,技官 :西尾貞子,本間 トキ

ヱ,技能補佐員 :細木春世

(内科学第二部門)

主任教授 :大島駿作,助教授 :小原幸信,講師 :泉 孝英,助手 :木野稔也,大山口温,門 政男,講師 (非常

勤):日置辰一朗,太田 鋤,中島道郎,浅田高明,福間謙助,杉本幾久雄,小松幹雄,川上一郎,技官 :今井

保代,技能補佐員 :谷間文子

(駒部外科学部門)

主任教授 :寺松 孝,助教授 :伊藤元彦,講師 :清水慶彦,助手 :長瀬千秋,加藤弘文,和田洋巳,玉田二郎,

講師(非常数):宮田輝夫,立石昭三,池田貞雄,北野司久,倉田昌彦,吉栖正之,秋山文摘,日野常稔,生島宏

彦,外村聖一,伊東政敏,中林君美,人見滋樹,安倍隆二,張 炎森,技官 :平井 要,技能補佐員 :大槻勝也

(病理学部門)

主任教授 :安平公夫,助教授 :竹田俊男,助手 :鈴木康弘,講師 (非常助):水島 裕,浜 弘道,熊沢義雄,

五十嵐三都男,森川 茂,渡辺民朗,沢田英夫,馬場満男,技官 :松下隆毒,小岸久美子,技能補佐員 :冨田由

美子

(細菌血清学部門)

主任教授 :桂 義元,助教授 :細野正道,助手 :菩納辰夫,講師 (非常助):小林 博,佐渡敏彦,徳永 徹,

事務官 :清水一枝,技能補佐員:高沖悠子

(細胞化学部門)

主任教授 :市川康夫,助教授 :大川欣一,講師 :平井圭一,助手 :前田道之,堀内正宏,講師 (非常勤):水谷

昭,穂積本男,小島清秀,技官 :竹内道子,事務補佐員 :坪田晴子

(臆床肺生理学部門)

主任教授 :佐川弥之助,助教授 :加藤幹夫,講師 :浅井信明,助手 :太田和夫,講師 (非常助):大橋啓吾,土
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肥佳郎,稲葉宣堆,安田隆三郎,真鍋 貴,久野健忘,宝木 仁,市谷迫雄,石部裕一,仲田 祐,田苗英次,

折田雄一,山林 一,山田久和,技能補佐員 :服部央子,石田嘉子

(事務部)

事務長 :小林 勇,事務長補佐 :本間彰雄,庶務掛長 :小谷堆太郎,同主任 :近藤英子,小林 収,同事務官 :

堀田艮恵,同技官 :田中 稔,川原田和夫,事務補佐員 :小倉恵美子,経理掛長 :清水春男,同主任 :佐藤良雄,

同事務官 :野元頼子,奥村成和,前野正世,田中義郎,事務補佐員 :中瀬安子 :収入掛長 :宇野定夫,同主任 :

畠中秀雄,同事務官 :野田芳子,佐竹セツ,藤井芳克,山本正幸,竹内孝子,事務補佐員 :中村房枝,集治昌代,

患者掛長 :田口雅朗,同主任 :室恵美子,同事務官 :橋本敏子,事務補佐員 :賀屋俊子,芦田明子,山田啓子,

管理掛長 :田中信雄,同事務官 :前田久男,同技官 :進士 悟,西川景噴,岩井昭一,松浦 康,小西喜一郎,

藤本清文,同事務官 :高安忠一,水原貞子,渡辺光子

(動物飼育室)

技官 :飛田 勇,門田一美,大字雪雄,安岡倉一,近藤照子

(電子顕微鏡室)

技能補佐員 :森 敏博

(附属病院)

病 院 長 (莱)教授 :佐川弥之助

(第一内科診療科)

科 長 (兼)教 授 :前川暢夫

外来医長 (莱)講 師 :川合 満

病棟医長 (兼)助教授 :中西通泰

医員 :李 英徹,医員 (研修医):戸川真一

(第二内科診療科)

科 長 (兼)教 授 :大島駿作

外来医長 (莱)講 師 :泉 孝英

病棟医長 (栄)助教授 :小原幸信

医員 :西川伸一,平田健雄,本田和徳,北島正則,松井祐佐公,藤村直樹,満安清孝,医員(研修医):橋本圭司

(外科診療科)

科 長 (兼)教 授 :寺松 孝

外来医長 (莱)助教授 :伊藤元彦

病棟医長 (莱)講 師 :清水慶彦

医員 :桑原正喜,宮本好博,松村理司,医員 (研修医) :住友伸一,千原幸司

(放射線科診療部)

科 長 (莱)教 授 :佐川弥之助

外来医長 (兼)講 師 :浅井信明,講師 (非常助):阿部光幸

医員 :島田一恵,佐藤公彦,関川利幸,宮本茂充,医員 (研修医) :野尻知里,矢野博正,大成功-

(検査部)

検査部長 (莱)助教授 :久世文幸,医員 :木下和之,細川昌則,北市正則(莱),医員 (研修医):野尻知里 (兼),

技師長 :木津 啓,技官 :前田清子,黒住真史,和田ひな,増田 稔,山根すま子,技術補佐員 :中迫由美子,

技能補佐員 :橋本晴代

(放射線部)

放射線部主任 (兼)助教授 :中西通泰,技師長 :浜川純一,撮影主任 :蔵岡信良 技官 :大坂泰夫,曽我部康之,

粟井智代子,田中龍蔵,技能補佐員 :小林 忍

(薬剤部)

薬剤部長 :桑田 宏,薬剤主任 :揮岡平和,技官 :藤原寿子,川田昌子,小林千代子,川勝一雄,事務主任 :芋
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野初枝,事務官 :関 保子

(看護部)

看護部長 :細川ミツヱ,看護婦長 :中根文子,松田比佐子,近藤信子,西森三保子,副看護婦長 :小林とよ,斎

藤千鶴子,山本喜美,技官 :古府静江,岩永千代子,高市政子,松本敏枝,田中松代子,小林梅野,松田富子,

明石和子,小林富責子,小川まゆみ,米山須磨子,阿部喜代子,柴田佐代子,大山峰子,岩佐純子,末田恵子,

鈴木恵子,稲田ひろ子,山中祥子,小泉カスミ,榊喜久子,井藤泰子,濃野ヒロ子,大野洋子,福田千恵子,清

水美位子,秋吉和子,丘 恵子,青木篤子,笠岡清江,稲垣美智子,松田初枝,二宮 トミ子,村西直美,衛藤泰

子,内藤敏子,平畑早苗,上里幸子,宮城登代子,渡部幸子,平良セツ子,島袋和美,亀田久美子,米鐸カヨ

子,勇 恵子,坂東フサ工,広川一枝,能井美千代,森 朝子,片桐久江,内木カネ子,松本不二,原田芳香,

技能補佐員 :渡部ヒデ子,山崎真人

教 官 人 事

研究所附属病院検査室長の選考経過に関する報告

昭和53年6月,数年来の懸案であった当研究所附属病院検査室が,室長 1 (助教授),技官2の増員を伴って

設置されることに決定した｡

そこで,同年6月15日に全教官の集いを開催,検査室の性格について討議されるとともに,新任の室長,すな

わち助教授の選考は臨床系で行なうことに決まった｡臨床教官会議の結果,前川,大島,加藤(幹)と私の4委員

が投票により選出され,当時病院長であった私が委員長として選考委員会が結成されたのである｡

その後,病理学的検査の性格をより正確に把握する必要を感じ,病理学部門の竹田助教授に専門委員として選

考委員会を補佐して戴くことにした｡

選考委員会において, まず論じられたことは､本ポジションが助教授であり, しかも,基礎的にも臨床的に

も,研究のための場が充分に保証されていないので,これを部門教授や薬剤部長等のような最終的ポジションと

しては考え難い,すなわちどうしても暫定的なものとしておかざるをえないということである｡

そこで,選考方針として,当研究所の各部門の教授よりの御推薦があり,将来の研究や診療の場を提供して戴

ける保証をえられる方のうちから選考するということにしたのである｡さらに当病院の検査室に,(1)細菌,(2)

病理,(3)血液,(4)肺機能および(5)免疫の5つの柱を設け,その整備,充足を企ることを基本方針とし,今回

の主任は,そのうちの最低ひとつに堪能な方ということにした｡

このような方針の下に募集した処,数名の応募者があり,第1次選考で3名に絞り,次いで2名までに絞りえ

た｡しかし,タイムリミットが10月1日であった関係もあり, 2名の方の何れにお願いするかについては,教授

会で最終点な投票により決定することにしたのである｡

昭和53年9月7日の教授会でその経過を報告,討議,投票を行なった結果,久世文章君が選ばれ,同年10月1

日発令ということになった｡

この報告を書いている今日では,発令後すでに4ケ月以上を経過していることになり,すでに久世君の御努力

により,検査室の充実,整備も着々と進捗しつつある｡御同慶の至りであるが,検査室に対して今後ともに研究

所全員の御協力,御支援を願う次第である｡ (寺松 孝)

細 胞 化 学 堀 内 正 宏 助手

昭和45年9月京大医学部卒,直ちに小児科学教室に入り臨床研究に従事｡47年ウイルス研究所癌ウイルス部に

移り,大学院生として白血球分化の仕事を始める｡51年4月本研究所細胞化学部に移る｡

堀内君の研究課題は,invitroにおける白血球の分化,特に CFU-C が好中球とマクロファージにふり分けられ
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る機構の解析である｡最近その努力が大きく実って,細胞分化の方向決定が液性因子の支配下にあることを立証

した世界最初の報告となった｡今のところは上記2方向への分化のみがコントロールされているが,将来更に多

分化能のある幹細胞に就ても研究を拡げてゆきたいと考えている｡

堀内君は容姿端正,人に接して寛容,言辞挙止暗にだ洋として捉え難き感あるも,その気概の旺んなるまた時

に人をして唖然たらしむるものあり｡切に願ふ,自重自愛,世に甘えることなく自らに溺れることなく,刻苦勉

励,終に兄が雄揮の志を遂げられんことを｡ (市川康夫)

胸部外科 伊藤元彦助教授の昇任について

昭和53年4月,山本博昭助教授が共済組合長の長尾病院長補佐として赴任されたので,後任として伊藤君をお

願いした｡

同君は,昭和38年,京都大学医学部を卒業,昭和39年,研究科博士課程入学,同43年退学,京都桂病院に暫く

勤務された後,昭和46年3月,当部門の助手となり,49年 6月には講師として活躍されていた｡

業績の主たるものは,肺癌に関するものであるが,最近では縦隔膜癌,とくに胸腺腫についても興味を抱いて

いる｡ (寺松 孝)

胸 部 外 科 清 水 慶 彦 講師

清水慶彦君は昭和40年京大医学部を卒業,昭和42年から昭和47年まで国療岐阜病院胸部外科に勤務され,その

間,昭和46年には三重大学医学部胸部外科に於て,助手として心臓血管外科の研修をうけている｡昭和48年4月

に当吾即日の助手となり,昭和53年 5月より講師として勤務してもらっている｡

同君の専門領域は心臓血管外科であるが,特に人工臓器,バイオマテリアルに興味をもっている｡ (寺松孝)

胸 部 外 科 玉 田 二 郎 助手

玉田二郎君は,昭和48年京都大学医学部卒業,しばらく胸部研外科で研修ののち,関西電力病院に勤務され,

53年 1月国癖字多野病院外科に転勤,53年1月からは胸部研胸部外科部門の助手として勤務してもらっている｡

同君の専問領域は,胸部疾患の内視鏡診断であるが,機械に関する知識にも秀れており,関竃病院時代には,

逆流防止弁つき持続吸引装置の考案という仕事を完成されている｡ (寺松 孝)

臨 床 肺 生 理 太 田 和 夫 助手

太田君は昭和40年の本学医学部卒業生である｡以降,医学部整形外科学教室に入局し,一貫して側轡症ととり

くんでいる学徒である｡御承知のように側轡症は大きな社会問題であるが,その成因は確立していない｡太田君

は小児期における肺の発育異常が側轡症の一因となるのではないかと考え,昭和48年以降,側轡症と肺機能との

関係を研究しつづけてきた｡(その成果の一部は本号に記載されている｡)彼の仮説はわが国の内外で大きく評価

されており,側轡症における最高の権威であるアメリカのSRSにも招かれている0

彼の仮説が定説となる日の一日も早くくることを願うものである｡
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Ⅰ 昭和52年度学術講演会 (昭和53年 1月21日,楽友会館)

1. 非定型抗酸菌の臨床細菌学

内科学 第 1部門 久世文章,内藤祐子,坂東憲司

過去3年間の本研究所附属病院入院患者の噂疾からの抗酸菌分離件数の調査によると全抗酸菌分離件数の中で

非定型抗酸菌の占める割合は増加の傾向がうかがわれ,抗酸菌の臨床細菌学的同定,鑑別の必要性が高まってい

る｡この機会に, (1)臨床細菌学の立場からの簡易同定法, (2)非定型抗酸菌の試験管内薬剤感受性,(3)非定型

抗酸菌のマウスに対する病原性, (4)マウスを用いた実験的 M.intracellulare感染症に対する抗結核薬の併用効

果,以上4項目についての我々の現在迄の成績をまとめて報告する｡

(1) 現在,抗酸菌属に含まれている菌種は広く認められているもの (Bergey'sManual第 8版記載)にかぎっ

ても約30種におよぶが,非定型抗酸菌症を惹起する菌種は,本邦ではその症例頻度からみて, M.intracellulare,

M･scrofulaceum とM.Kansasii,迅速発育菌の M.fortuitum と M.cheloneiの5菌種が重要であると考えられ

る｡臨床の立場からは,非定型抗酸菌を一括して結核菌と鑑別することに重点を置き,次いで非定型抗酸菌であ

れば,前記の5菌種に代表されるいわゆる病原菌と他の非病原菌とを鑑別することで同定の目的はほぼ達せられ

ると考えられる｡これには次の検査項目が適当であろう｡ 1)分離菌の抗酸性の確認, 菌形態の観察ならびに菌

の排列状態の観察 (例 :結核菌のコード形成)02)発育日数の観察 (例 :迅速発育菌では3日以内).3)集落の

着色の観察｡ 4)光発色性試験 (例 :M.kansasiiと M.marinum)｡5)集落の性状 (S型とR型の区別)｡以上

の基本的な性状の他に,6)ナイアシンテス ト,7)硝酸塩還元反応,8)半定量カタラーゼ反応,9)Tween80水

解反応等をみることで実際的な簡易同定はほぼ可能と思われる｡

(2) 非定型抗酸菌の抗結核薬に対する invitroの感受性は,M.kansasiiが RFP,TH および CSに感受性

を示す他は全体的に極めて低いと考えられた()多剤併用によって多少の効果は期待出来ると思われるが,新らし

い薬剤の開発がぜひとも必要である｡-般抗生物質ならびに化学療法剤に関して現在迄の検討では期待すべき薬

剤を見出し得ていない｡

(3) マウスの経尾静脈感染による諸種非定型抗酸菌の病原性の検討では, 結核菌と比較しその弱毒性は明ら

かで,病変は軽度で個体差が大きい｡ただ M.fortuitum の腎病変がかなり一定していたのが特徴的であった｡

Air-borneinfectionの試みでも病変は軽度であった｡

(4) マウスの臓器内生菌数を指標とした invivoにおける抗結核薬多剤併用効果は,KM･RFP･EB･CSITH 5

割併用で或程度認められたが,体内の生菌数の根絶には程遠い成績であった｡

上記の結果と発症要因の臨床的な検討から,本症は opportunisticinfectionの傾向を多分に持つと考えられ,

当面の課題は,宿主の感染防禦能の解析と有効な新薬剤の開発であろう｡

2. 遅延型アレルギーの transfer

内科学第 2部門 大 山 口 渥

結核感作モルモットの牌細胞,鼠渓 リンパ節細胞,末梢血 リンパ球を用いてツベルクリンアレルギー伝達活性,

MacrophageMigrationInhibitoryFactor(MIF)産生能, LeucocyteMigrationlnhibitoryFactor(LIF)産生能

について実験を行ない,相互関係について比較研究した｡

実験方法としては,｢ツ｣アレルギー伝達活性は, 各種材料より採集した生細胞をモルモットの静脈経路より
注射した後,経時的に PPI)10FLgを用いて皮膚テストを行なうHsystemicpossivetransfer日によって試験した｡

MIF産生能は Davidの方法に準じた間接法を用いて測定した｡LIF産生能はS卯orgの方法に準じた間接法に

よって測定したQ
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実験動物は3群に分けた.即ち,結核死菌を Freund'simcompleteadjuvantに浮沸して足既に注射した後4

週目の群 (Ⅴ群),Ⅴ群に更に結核死菌を静注した後1週目の群 (VC群)および無処置対照群 (N群)である｡
実験成績は, Ⅴ群においては,鼠棋リンパ節細胞および未稽血 リンパ球については,｢ツ｣アレルギー伝達活
性とともにMIF産生能,LIF産生能を認めたが,牌細胞については ｢ツ｣アレルギー伝達活性および LIF産

生能を認めたにも拘らず, MIF産生能は全く認められなかった｡ 一方, VC群については,牌細胞に著明な
MIF産生能が認められ,また ｢ツ｣アレルギー伝達活性もⅤ群に比して著明であった｡ しかし,VC群牌細胞
PPD添加培養上清についての LIFテストでは, 遊走阻止作用は無く,むしろ著明な遊走促進作用が認められ

る｡また,VC群の末栴血 リンパ球およびリンパ節細胞は,V群に比して微弱な伝達活生および MIF産生能を
有していた｡更に LIFテストの結果,牌細胞の場合と同様著明な遊走促進が見られた｡

以上の実験成績より,結核死因感作モルモットにおいては ｢ツ｣アレルギー伝達活性細胞の生体内分布は必ず

しもMIF産生細胞の分布と同一ではなく,また MIF産生細胞の分布は LIF産生細胞の分布と同一でないこ

とが明かにされた｡即ち,｢ツ｣アレルギー伝達細胞と,MIF産生細胞および LIF産生細胞は一致していない
ことが示唆される成績であった0-万,感作およびチャレンジ (静注)を行なったモルモットの牌細胞について

は,著明な ｢ツ｣アレルギー伝達活性および MIF産生能を認めた成績から, チャレンジによって ｢ツ｣アレ

ルギー伝達細胞と MIF産生細胞が牌臓に多数集積されたものと推測されたo LIFテストの成績については,

VC群の牌細胞,リンパ節細胞,末梢血リンパ球の何れも,抗原 (PPD)と共に培養することにより,LIFとは
別個に,白血球遊走促進因子を産生したことが推定され,その本体について今後検討が必要と思われる｡

3. 肺挫傷の研究

臨床肺生理学部門 浅 井 信 明

交通災害が多発する現在では,胸部外傷のほとんどが,鈍性胸部外傷であり,その複雑な病態生理の為に,袷

療に苦しめられることが多い｡肺挫傷は,外傷後早期より急性呼吸不全,RDSを示めす大きな原因と考え,そ

の病態生理を検討した｡

Willisam,Westermarkらは, 鈍性胸部外傷の70%以上に肺挫傷を認めると報告しているが,肺挫傷を診断す

ることは必ずしも容易ではない｡

私どもが,S48.4よりS52.4迄に経験した鈍性胸部外傷は43例であった｡これらの症例は,いずれも,初診

時,呼吸不全を呈した｡その損傷部位は多様で,いずれの原因によっても,呼吸不全を生じる可能性がある｡こ

のうち,肺挫傷を合併している症例13例 (30%),肺挫傷の合併が否定された症例は,21例 (49%)であった｡

なお,9例の判断不明の症例があった｡肺挫傷例では,おおむね,多発助骨骨折および肺裂傷が比較的多く認め

られる｡その他の損傷部位には,とくに有意の差はないが,胸部以外の外傷も,肺挫傷の診断を複雑困難化して

いる｡

初診時の clinicaldataは,肺挫傷,非肺挫傷例ともに,有意の差はなく,血気胸による肺虚脱,胸腔内圧迫,

助骨骨折と疹痛による呼吸抑制と啄抜排浬困難,気道閉塞,さらにそれに出血性ショック,他臓器損傷が加わっ

て,修飾される｡胸部Ⅹ線でも,合併損傷に修飾されて不明なことが多い｡また,肺挫傷に特徴的な境界不鮮明

な陰影を生じるには,かなりの経過時間を要する｡これにたいして,気道確保,酸素療法,器械呼吸,胸腔内ド

レナージ,輸血,輸液,開胸術などの緊急処置を行うが,さらに,重篤な呼吸不全である RDSを示めす症例は

少なくない｡これらの原因が,必ずしも,出血性ショック,外傷性肺ショック,肺栓塞,急性心不全らによるも

のとは考えられない｡私達は,このように早期よりRDSを示めすものとして,肺挫傷を重視し,実験的に検討

した｡

麻酔したモルモットに気管切開挿管下,HarvardVolumeRespiratorを用い,FI02を0.3にて,換気を一定に

した後,胸骨横断,両側開胸を行い,-側肺に,肺裂傷を起こさない程度に,圧傷を加えて,5時間までの血液

ガス,肺コンプライアンスの変化を調べたoこの間,体血圧,体温,ヘモグロビンが,正常範囲に保つように管

理した｡

外傷後の Pa02の時間的変動をみると肺挫傷直後より,体血圧の変化なしに,Pa02が急激に低下し,5時間
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後には,50torr以下にもなった｡非肺挫傷群であるコントロールでは, このような変化はみられなかった｡肺

コンプライアンスの時間的変動を挫傷前に対する低下率でみると,3時間後には,前に述べて,コンプライアン

スは1/2に低下した｡一方コントロール群では,ほとんど変化はなかった｡

このように,実験的に肺挫傷を作成しても受傷後早期より急激な肺内シャントの増加と,肺コンプライアンス

の低下を認めた｡

実験肺挫傷 5時間までの早期組織学的観察では,肺胞内出血以外の所見として,血管周囲の浮腫, リンパ管陸

の拡大を認めるが,高度の間質性浮腫,肺水腫の所見はない｡非挫傷肺ではこのような所見は全くみられない｡

挫傷 2時間後の電顕レベルの所見は,肺胞内および問質に血球,血菜の漏出がみられ,上皮細胞の膨化と変形

が認められる｡血球,血祭の漏出のない部分でも同様の所見がみられる｡これらの組織所見が RDSに直接関与

している証拠はないが,実験結果では,肺挫傷は,早期よりRDSを示めす可能性が強い｡このことから臨床的

には,緊急処置後,なお,重症呼吸不全を呈し,ICU での管理を必要とした症例に対して,bedsideで,種々

の濃度の02療法,および各種の器械呼吸の効果を Pa02を指標として,検討した｡私達は,これらの強化治療

にあたって,Pa02が 80torr以上になることを目標とし,また吸入酸素濃度が40%をこえないことを原則とし

た｡肺挫傷群は, 0 2療法に抵抗し,また器械呼吸も,従圧型では,効果を示さなかったが,非肺挫傷群では,

02療法,さらに IPPBによって満足な結果を得た｡

肺挫傷は, 肺コンプライアンスの低下とともに, 簡単に traumaticwetlungに進行しがちである｡このよう

な併発症を防ぐ為にも,早期より肺挫傷の合併を予想し対処せねばならない｡

そのひとつに,私達は肺挫傷の合併を疑えば,外傷直後より, PEEPの使用を推める｡外傷当日より PEEP

を使用した症例は,順調に,早期に,PEEPまたは Respiratorを離脱できたが,第 1日目以後に遅れて PEEP

を使用した症例は,それらの離脱に長時間を要した｡

次に,体液希釈による肺挫傷の影響について,実験肺挫傷作成後 1時間より,Ringer-1actate-solutionを 3mり

100g(体重),3回輸液した｡実験結果は,5cmH20 のPEEP下で呼吸管理を行ったにもかかわらず,Pa02は

急激に低下 した｡非肺挫傷群では,このような Pa02の低下はみられなかった｡肺挫傷が,細胞透過性を高め,

少しの体液バランスのくずれによって,急速に,Wetlungに進行し,PEEPによる効果が半減するものと考え

られる｡

ま と め

① 肺挫傷は,多発助骨骨折,血気胸,肺気胞,肺裂傷に合併することが多く,早期診断が困難である｡② 鈍

性胸部外傷では,早期より RDSを示す｡大きな因子は肺挫傷である臨床結果を得た｡@ 実験的にも肺挫傷を

作成し早期より RDSを呈することを認めたく,④ この挫傷肺の私達の早期組織学的観察では,最初は単に肺胞

内の出血にとどまり,次いで血管周囲の浮腫,リンパ管腔の拡大がみられるが,高度の問質浮腰,肺水腫の所見

はない｡① 電顕レベルでは外傷 2時間後にすでに肺胞上皮細胞及び, 血管内皮細胞の膨張と変形がみられる｡

⑥ 肺挫傷の早期診断意義は術後合併症である TraumaticWetLungを防ぐことである｡⑦ 私達はPEEPの早

期使用,輸液および体液稀釈の早期よりの配慮が予後に好結果を得ることを臨床および実験結果より述べた｡

4. Bacteriaの気菌糸 と栄養菌糸

細菌血清学部門 木 村 加寿子

5. ガスマスによる化学発癌剤の検出

病理学部門 高 橋 権 也

環境発癌物質として現在注目されている benzo[a]pyreneと強力な合成発癌物質である 3-methylcholanthrene

とは, 比較的安定な芳香族炭化水素であるが, 生体内に投与された場合, 共に細胞の microsome画分にある

cytochromeP450 によって酸化され,最終発癌物質に変化すると言われている｡ そこでこれらの化学物質による

発癌機構を明らかにする為に,中間代謝産物である水酸化体を生体より分離同定する方法が,現在まで種々試み
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られてきた｡最近この方面ではなばなしい成果をあげてきた方法として,高速液体クロマトグラフを用いた分析

法がある｡しかしこの方法は(a)分析時間が長い,(b)標準物質が必要である,(C)分析前に精製の必要があ

る,(d)溶出時間が一定ではない,等と弱点が多い｡今回我々は分析化学の方面で最近著しく精度の増したガス

クロマ ト質量分析計を用いて,癌原炭化水素の誘対体の分離と同定を試みた｡ガスクロマト質量分析言の利点と

して,(a)試料の精製が比較的容易である,(ち)分析時間が短い,(C)微量の分析が可能である,(a)ガスク

ロマ トで分離が不充分な場合でも,質量数が異なれば,マスフラグメントグラフイーの手法により分離可能であ

る,(e)試料の分子構造に関する情報が得られる,等があげられる｡

カラムはOV-1及び Dexsil･300を用い,溶出温度は250から2900までの間で定温で行なう｡水酸化体は trime-
thylsilyl化してガスクロに注入した｡機種は日本電子の D-300型の質量分析計と20･Kガスクロマ トグラフを結

合させ,データー処理は JAM･2000のコンピューターで行なったO

結論だけを次に述べる｡3-methylcholanthrene及びその12種の誘導体は,ガスクロのみでは一度に分離同定す

る事は不可能であるが,試料の分子量には8種あり,マスフラグメントグラフイーの手法によって,それぞれを

完全に分離同定する事が出来た｡benzo[a]pyreneの場合には,検討された誘導体は38種ある｡そのうちモノ水

酸化体だけで12種類あり,これらは全て同じ質量数なので,ガスクロのみで分離しなければならない｡12種のモ

ノ水酸化体を一度に分析すると,5つのピークが現われ,分離は不充分であったが,これらのうち,すでに生体

より代謝産物として同定されている5種の水酸化体を分析すると,-種類が融合したがその他の分離は充分であ

った｡trans型の dihydrodiol体4種及び tetrahydrohydroxy体4種の分離は完全であった｡なお現在,最終発

癌物質といわれている trans7,8-dihydroxy9,10-epoxybenzo[a]pyreneは不安定で検出は出来ないが,その分解

産物である 7,8,9-trihydroxy7,8-dihydrobe80[a]pyrene及び tetrahydrohydroxybenzo[a]pyreneを検出する事

によって,間接的にその存在を推定することが可能であると判明した｡

〔参考文献〕

Takahashi,G･: Separationandidenti丘cationof3-methylcholanthrene-relatedcompoundsbygaschromato

chromatography･massspectrometry･ Gann69:437,1978･

Takahashi,G･etal.:Identificationofbenzo(a)pyrenemetat'olitesbygaschromatograph-massspectrometer･

acceptedbyCancerRes.39,1979.

6. ペルオキシダーゼの細胞化学

細胞化学部門 大 川 欣 -

細胞化学的諸反応の中で,臨床血液学分野で長い間応用されて来たベンチヂンによるペルオキシダーゼ反応は

最もボブユラ-なものの一つである｡しかしながら最近に至ってベンチヂンが製造販売ともに法律上禁止される

ようになり,新しい酸化基質が求められた｡

演者はフルオレン化合物の中のジアミン誘導体である2,5･8uorenediamine(2,5-FDA)及び2,7-8uorenediamine

(2,7-FDA)の二つがペルオキシダーゼの酸化基質となり得る上,更に,細胞化学的に使用しうるための優れた性

質を有することを発見し,その方法の確立に努力し,その反応の諸性質を明らかにしたので報告する｡

フルオレンは下記の化学構造を有し, 各々2及び5,2及び7の位置がアミノ基で置換されたものが 2,5-FD

及び 2,7-FDA である｡以下順次これら二つの酸化基質について述べる｡

678埜b≡5 4
A)2,51FDA の反応･･-･2,5-FDA は pH8.5以上のアルカリ領域では反応の感受性

が低下し,同時に反応産物の安定性が低下するので, pH7･2位の中性領域で用いるか

あるいは弱酸性領域で用いる｡反応産物は不溶性で紫褐色調を呈し,オスミウム親和性

を有するために電子顕微鏡下に観察することも可能である｡ この褐色調の反応産物を

『フルオレン褐色』"lluorenebrown"と呼ぶ｡

B) 2,7-FDA の反応--2,7-FDA はpH8.5以下 (とくに中性～酸性領域)では水溶性緑青色反応産物 (『フ

ルオレン青色』"臥10reneblue"と呼ぶ)が生じる｡フルオレン青色は拡散性であり,この領域では細胞化学的応

用は出来ない｡pH9.0′-9.6の領域ではフルオレン青色が出来ず,黄褐色調の 『フルオレン褐色』が生じ,この
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領域では細胞化学的応用が出来,この場合にもオスミウム親和性であり,電子顕微鏡下での観察が可能である｡

2,5lFDA 及び 2,7-FDA ともにフルオレン褐色は等質性で電子密度も高いので電子顕微鏡下 の観察は容易であ

る｡

今回は試料として骨髄性白血球を用いたが,これらの実験の結果,フルオレンジアミンがペ ルオキシダーゼの

細胞化学的酸化基質として優れていることが明らかになり (2,3-diamine-91nuOrenOne)については第67回日本病

理学会総会において共同研究者により報告の予定),更に,骨髄性白血球頬粒のペルオキシダーゼは広範な至適

pH を有し,各酸化基質の反応液の至適 pH はその酸化基質の化学構造によって決定されることが明らかにされ

た ｡

フルオレンのジアミン誘導体はビフェニールのジアミン誘導体であるベンチヂンより優れた酸化基質であり,

現在すでに演者の方法が広 く臨床血液学分野においても応用されるようになっており,カタラーゼの細胞化学な

どにも及んで期待されるところが大きい｡

7. 肺癌の組織学的細分類 と臨床

胸部外科学部門 伊 藤 元 彦

肺癌は周知の如く,きわめて多彩な細胞像や組織像を示し,その組織型によって異なった臨床経過を示すもの

である｡

したがって,肺癌の組織型分類には,予後の推定,治療法の決定,化学療法の選択などの臨床面に,何らかの

示唆を与えうる,しかも簡潔な分類法が望まれる｡

そのような意味で,臨床からのニードに応じようとする分類が最近報告されており,1972年のWP-L分類や,

それとほとんど似た分類となった1977年の日本肺癌学会分類は,そのような要求にこたえようとするもので,細

分類を行なうことにより,低分化腺癌,低分化扇平上皮癌,大細胞癌,小細胞癌の中間型などの区別を明確にし

ょうよとするものである｡

まず,織学的細分類のもっとも問題となるのは,小細胞癌の oatcelltypeとintermediatetypeの区別である｡

われわれの症例で,細分類の可能であった,切除例26例,非切除例30例で検討してみると,oatcelltypeのもの

は進行が早いために,切除例も少なく予後もわるい｡一方,intermediatetypeのもので,とくに末梢のpo】ygonal

celltypeのものの予後はそれほど悪くない｡放射線や化学療法に対する感受性はoatcelltypeの方が良好である

が,予後はわるい｡ 3年以上生存は,切除例ではoatcelltypel例,intermediatetypel例の合計 2例,非切除

例では intermediatetype 3例のみであった｡

レントゲン的にも,oatcelltypeは浸潤傾向がっよく,intermediatetypeでは浸潤傾向が著明ではないなどの

差がみとめられる｡

腺癌に関しても,腺癌の切除例79例で検討してみると,手術成績や制癌剤に対する感受性が亜型により若干異

なっていた｡すなわち,papillarytypeのものは tubulartypeのものよりも手術成績がやや良好であり,手術合

併療法としての化学構法の効果は,tubulartypeのものの方が,paillarytypeのものよりも良好であった｡

一方,大細胞癌については､細胞診における細胞型分類においても問題となるように,waste-basket的になり

やすい現状がある｡しかし,このなかでは giantcellcarcinomaのみが特殊型として残り,その他の亜型は腺癌

あるいは南平上皮癌として分類されるようになるであろう｡

このように, Histologicalsubtyping と臨床との関係の検討は,発生母地との関連性からも,治療上の共通点

を求める上からも, 尚検討の余地があり, 各組織型の発生母地のすべてが解明されているわけではない現状で

は,完全に統一的な分類を作成することは困難であろうが,臨床からの情報を病理にもどして分類を考えなおす

という操作は,尚くり返して行なう必要があろう｡
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特 別 講 演

a.抗体産生 と遅延延型過敏症

細菌血清学部門 桂 義 元

演題から想像される様な免疫学のほとんどの分野を包含する総説を行なったのではなく,私がこの研究所へ来

て,これまでに行なってきた仕事について話した｡しかも学問的意義というより,いくつかの新しい知見を得た

実験あるいはそのきっかけとなった思いつきなどを主体に話した｡

大まかに次の3つに分けて話した｡① ウシ血清アルブミン(BSA)を用いた トレランスの研究｡① BSAを用

いた遅延型過敏症 (DTH)の研究｡⑧ ヒツジ赤血球(SRIiC)およびBSAを用いた抗原反応性ウィルス感受性T

細胞の研究｡いずれもCBA系マウスを用いて行なった仕事である｡①は,少量の BSAを静注することによっ

て抗原特異的にトレランスを誘導することができるが,この場合牌臓内の細胞は T,B 細胞共に非反応性になっ

ているが,胸腺内の細胞は正常に近い反応性を示すこと｡一方多量の BSAを静注すると胸腺細胞,牌細胞共に

非反応性になることを明らかにした｡⑧では,マウスにおいては異種血清蛋白抗原に対する DTH はほとんど検

出されないかあるいは誘導することが不可能であると考えられていたのであるが,不溶化した抗原をテスト抗原

として用いることによってDTHを容易に検出することができることを示した｡当時は-レバーT細胞とDTH

のエフェクターT細胞が同じものであるかあるいは別のものであるか明らかでなかったのであるが,いくらかの

実験を重ねて,これらが別々の細胞であるという結論を得た｡⑨は,②の DTH に関する仕事の一部のつもり

で始めたものである｡ある抗原に反応性を持ったT細胞を単一細胞レベルで検出することは,現在でも特殊な場

合をのぞいて可能ではないoBSA に対する DTH の仕事を始めた頃,RR.Bloonらが,モルモットのツベル

クリンに対するDTHのエフェクター細胞を vesicularstomatitisvirusによるvirusplaqueとして検出すること

ができるという報告を行なった｡ そこでこの方法をどのような抗原でも使えるように広げて行けば私達の BSA

に対するマウスの DTH ももっと詳しい解析ができると考え,最も使いやすい抗原である SRBCを用いて実験

を始めた｡ところが,抗原特異性のウイルス感受性T細胞 (Ⅴ-PFC)の出現は,DTHの出現とは常に逆の関係

になって,V-PFCを DTH のエフェクター細胞とは考えることができないことが明らかとなった｡一方 VSV

感染を行なったマウスではDTHが異常に強く誘導されることが明らかとなった｡結局,Ⅴ-PFCによってDTH

の抑制性T細胞,あるいは抑制に関与する一連のT細胞サブセットの少なくとも一つが検出されると考えること

ができる｡その後抗体産生の抑制にもⅤ-PFCが関与していることが明らかとなった｡また抗がん免疫において

も VIPFCが抑制的に働らいている可能性が明らかになりつつある｡

b.当部門における医用高分子材料に関する研究

一理植用医用材を中心に-

胸部外科学部門 寺 松 孝

埋植用人工医用材の具備すべき条件が,その使用目的に応じて異なるのは当然である｡しかし,その基本的条

件として,罪-に挙げるべきは,それが少くとも化学的に生体組織と有害な反応をしないことである｡そして使

用目的によっては,この条件のみで何拾年も体内に埋植しうる場合である｡長石忠三,辻 周介,美濃口玄の3

現京大名誉教授によって創められたメチルメタクリレイト球を以てする胸膜外充填術では,約30年の今日なお,

ほとんど支障なく充填球を埋植したままの症例も少数例ながらえられている｡

しかし,既に明らかとなっているように,本術式は,空洞穿孔という致命的な合併症を招来し易く,そのため

に,充填材を弾力性軟の多孔性のウレタンフォーム等にし,充填部位を骨膜外と改良されている｡その結果は,

20年後も,大部分の例で,充填材は何等の悪影響も生体に与えていないことが明かとなった｡

ゲル状のシリコーンも化学的には生体ととんど反応しないものであるが,これを乳房形成術に用いると,何年

か後には,真円形に被包化される｡

この種の変形は,被包化によるもので,埋植材は生体により異物として認識され,被包化され隔離状態におか
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れる｡ これを避けるためには, 生体と無反応なものでなく, 生体組織と親和性の高い材料を開発する必要があ

る｡

教室では,京大名誉教授岡村誠三博士等の御指導,御協力により,コラーゲン人工高分子複合体が高度の真の

組織親和性を有することを見出しえた｡

本材料を生体内に埋植すると,表層の脱抗原されているウシコラーゲンが生体のコラーゲンと結合し,コラー

ゲン線維を形成し,人工高分子-コラーゲン線維一生体組織という結合がみられ,頁の組織親和性,あるいは同

化という形がえられる｡

教室では,このような材料を用い,2つの応用領域を開拓しつつある｡

その1っは,安倍により始められ,清水,宮本らによりほぼ完成した,メッシュ状のポリプロピレンコラーゲ

ン複合体による人工気管,および山本,清水,松本らにより試みられている人工胸壁,人工横隔膜,人工心膜等

で,何れも臨床応用可能なものといいうる｡

一方,京大医学部の村地教授の下で,教室の渡部により行われている,コラーゲン人工高分子複合体への酵素

や抗生物質の固定化であり, これにより機能性人工高分子材, そして, 人工臓器-の新しい道が開かれつつあ

る｡

このように,本来は生体と無反応な材料の表面を改変することにより,組織親和性の増大や各種の生理機能の

附与等が可能であるが,さらに最近では,生産開発研究所の日野博士の作られたポバールシリカ等,埋植材とし

て極めて興味ある複合体が登場している｡本複合体はシリカの混合比により,ある場合には組織親和性を,ある

場合には抗凝血性を示す｡

このように,各種の人工材料を用いての医用材料の開発は,今後,楽しみ多い領域といいうる｡

ⅠⅠ 胸部研談話会

第 7回,53.5.18 西山秀樹 (内 Ⅰ)

第 8回,53.ll.16 竹田俊男 (病理)

白血球の貧喰細菌能と抗菌化学療法の関連について,

私たちの結合織研究の歩み

ⅠⅠⅠ 特別ゼミナール (53年度)

76回 53年6月10日 結合織研究における生化学的手法

77回 53年10月3日 トキソホルモン研究の最近の進歩

78回 53年11月25日 ペプチドホルモン研究の現況

東京医歯大難治疾患研

阪大徴研

東大医学部

79回 53年12月16日 脳下垂体腫疫の特異性と腫療発生におけるホルモンの役割

広島大学原医研

80回 54年 2月3日 病態動物における胆汁酸代謝 塩野義中央研究所

81回 54年3月10日 中枢神経系の性分化-ステロイドホルモンの役割 兵庫医大病理

業 績 目 録
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内 科 学 第 1部 門

(学 会 発 表〕

1. 結核,非定抗型酸菌症

中西通泰,前川暢夫,川合 満,久世文事,小田芳郎,江部康二, 西山秀樹, 望月吉郎,細川昌則,坂東憲
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司,戸川真一 :類似した臨床経過をとった家族4人の肺結核,その遺伝的要因について 第53回,日本結核病学

会総会 (昭53.4)

内藤祐子,久世文事,前川暢夫 :臨床細菌学的見地からみた抗酸菌の鑑別,同定の試案,同, (昭53･4)

久世文章,内藤祐子,前川暢夫 :Mycobacterium intracellulare感染マウスに対する抗結核薬の併用効果, 同

(昭53.4)

前川暢夫他 (協同研究),日本結核研究協議会 :有空洞肺結核の治療期間短縮に関する研究 (第3報),同 (昭

53.4)

前川暢夫他, (協同研究),日本結核療法研究協議会 :入院時薬剤耐性に関する研究,同,(昭53･4)

中西通泰,特別講演,現在の結核について,第14回京都病院学会,(昭53･6)

前川暢夫,久世文事,内藤祐子 :Mycobacteriumintracellulareに対するAminoglycoside系抗生物質の試験管

内阻止力,日本結核化学療法研究会総会,(昭53.6)

内藤祐子,久世文事,前川暢夫 :Myccbacterium intracellulareに対する Aminoglycoside系抗生物質の試験

管内阻止力 :第26回日本化学療法学会総会 (昭53.6)

前川暢夫,山鳥英世,池田宣昭,馬淵尚克,井上 昇,稲掛英男 :結核菌に対するアミノ配糖体及びポリペブ

タイドの相互交叉耐性について,第44回日本結核病学会近畿地方会 (昭53.ll)

前川暢夫,川合 満,池田宣昭,馬淵尚克,井上昇 :結核化学療法の強化に関する実験的研究,第 1報,同,

(昭53.ll)

前川暢夫,池田宣昭 :アミノ配糖体及びポリペブタイドの相互交叉耐性について,日本結核化学療法研究会総

会 (昭53.12)

2. 腺 痛

桐谷良一,種田和清,倉沢卓也,岩田猛邦,松原恒雄,小橋陽一郎他 :原発性肺癌に合併した Pncumocystis

cariniipneumoniaの2例,第94回日本内科学会近畿地方会 (昭52.12)

倉沢卓也,北野司久,青木稔他:CEA産生肺癌2例の検討,第28回日本肺癌学会関西支部会, (昭53.2)

桐谷良一,種田和清,倉沢卓也,笹沼竹雄,岩田猛邦,松原恒男他:典型的なMeningealcarcinomatosisの像

を呈した肺癌の1例,同, (昭53.2)

石原享介,黒田 昭,岩崎博信,梅田文一,山田栄一,中井準他:70才以上の肺癌の外科療法,同 (昭53.2)

倉沢卓也,北野司久,西川光重,板橋武彦,弘野慶次郎他:縦隔腫癌を思わせた紡毛癌の1例,同 (昭53･2)

石原享介,高塚勝我,久代英範,黒田 昭,岩崎博信,梅田文一, 山田栄一, 中井 準 :肺癌患者における

CEA一手術例,falsenegative例,死亡例の検討,同, (昭53.2)

前川暢夫,中西通泰,川合 満,久世文事,小田芳郎,江部康二,西山秀樹,坂東憲司,細川昌則,戸川真一

:左主気管支に原発した Liposarkomaの1例,同, (昭53.2)

石原享介,玉木長良,児玉-司,波多 信,岩崎博信,梅田文一,山田栄一,中井 準,岡部 学,宮本 武

他:縦隔小細胞性未分化癌と考えられる2症例,第29回日本肺癌学会関西支部会, (昭53.7)

坂東憲司,戸川真一,西山秀樹,倉沢卓也,川合 満,中西通泰,前川暢夫 :肺病変を含む,多彩な病像を呈

したホジキン病の1症例,同, (昭53.7)

桐谷良一,望月吉郎,種田和清,倉沢卓也,笹沼竹雄,岩田猛邦,松原恒雄他:早期胃癌に発症した(肺)癌性

リンパ管症の1例,同, (昭53.7)

岩田猛邦,桐谷良一,種田和清,松原恒雄,倉沢卓也,小田芳郎,前川暢夫他:胸壁浸潤型肺癌26例の検討,

第19回日本肺癌学会総会, (昭53.8)

細川昌則,戸川真一,坂東憲司,望月吉郎,西山秀樹,久世文事,川合 満,中西通奏,前川暢夫 :肺疾患患

者における PHA皮内反応試験の反応動向に関して (第1報),同, (昭53.8)

種田和清,桐谷良一,岩田猛邦,笹沼竹雄,松原恒雄,倉沢卓也,前川暢夫他:Pneumocystiscarinii肺炎を

併発した肺癌4例の検討,同, (昭53.8)
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3. 感染症の化学療法

前川暢夫,中西通泰,川合 満,久世文章,小田芳郎,西山秀樹,坂東憲司,細川昌則,望月吉郡,戸川真一

:呼吸器感染症に対する Cefamandoleの使用経験 ･第26回日本化学療法学会総会, (昭53.6)

4. 気管支嘱息

MitsuruKawai,NobuoMaekawa,MichiyasuNakanishi,FumiyukiKuze,YoshiroOda,KojiEbe,Hideki

Nishivama,KenshiBando,YoshiroMochizuki,MasanoriHosokawa,ShinichiTogawa:Treatmentofbronchial

asthmapatientswithadrenocorticalsuppression,XIIIWorldCongressonDiseasesoftheChest,(7,1978)

前川暢夫,川合 活,松原恒雄,倉沢卓也,角田沖介,山田栄一,伊藤和彦他,(協同研究),Tiaramideの抗

嘱息作用,第28回日本アレルギー学会総会, (昭53.10)

前川暢夫,川合 満,信田信夫他,(協同研究)Procatecolの気管支嘱息に対する二重盲検試験成績,同,(昭

53.10)

川合 満,戸川真一,坂東憲司,西山秀樹,倉沢卓也,久也文事,中西通泰,前川暢夫 :慢性通年型気管支嘱

息に対する BeclomethasoneDipropionateInhaler(BDI)の使用成績,第14回日本胸部疾患学会近畿地方会 (昭

53.ll)

5. そ の 他

久世文事 :非定型抗酸菌症の臨床細菌学,昭和52年度京大結核胸部疾患研究所講演含 (昭53･1)

石原享介,新垣光弥,中井 準他:Panarteritisnodasaの3症例のⅩ線像について, 第170回医学放射線学会

関西地方会, (昭53.1).

倉沢卓也,小橋陽一郎,市島国雄,山辺博彦 :肝以外の種々の臓器にperiosis様の病変を認めたperiosishepatis

の1剖検例,第67回日本病理学会総会, (昭53･4)･

細川昌則,井上邦雄,竹田俊男 :結合織に関する実験的研究(7),同, (昭53･4)･

高塚勝哉,久代英軍,内平文章,石原享介,黒田 昭,岩崎博信,梅田文一,山田栄一,中井 準 :奇静脈の

著明な拡張より下大静脈閉塞症-Budd-Chiari症候群を診断した 1症例 :第95回日本内科学会近畿地方会,(昭

53.6).

細川昌則,井上邦雄,竹田俊男 :3T6変異細胞株のコラーゲン線維形成について･第10回日本結合織学会,

(昭53.7)

倉沢卓也,前川暢夫,松原恒雄,笹沼竹雄,岩田猛邦,種田和清,桐谷良一,望月吉郎他:経皮肺生検例の検

討,第29回日本肺癌学会関西支部会 (昭53･7)･

山田栄一,内平文章,石原享介,黒田 昭,岩崎博信,梅田文一,中井 準,宮本覚他:自然気胸の臨床的検

討,第 6回日本救急医学会総会,(昭53･9)･

望月吉郎,網谷良一,種田和清,岩田猛邦,松原恒雄 :気管支動脈よりの啄血の2症例,第96回日本内科学会

近畿地方会, (昭53.9)

倉沢卓也,前川暢夫,望月吉郎,桐谷良一,種田和清,岩田猛邦,笹沼竹雄,松原恒雄 :"BannetMA-1"の

使用経験,Cold急性増悪例 3例の検討,同,(昭53･9)･

山下孝吉,笹田昌孝,内田三千彦,田鳥政邸,沢田博義,中村 徹,内野治人,西山秀樹他:白血病患者好中

球の貧食殺菌早期過程の解析,第20回日本臨床血液学会総会,(昭53･ll)･

倉沢卓也,前川暢夫,望月吉郎,桐谷良一,種田和清,岩田猛邦,笹沼竹雄,松原恒雄 :暗血を主訴とした体

動脈肺動脈吻合の1例,第14回日本胸部疾患学会近畿地方会,(昭53･ll)･

石原享介,児玉-司,波多 信,黒田 昭,岩崎博信,梅田文一,山田栄一,中井 準 :慢性びまん性汎細気

管支炎の生検例,同,(昭53.ll).

梅田文一,高塚勝哉,波多 信,黒田 昭,石原享介,岩崎博信,山田栄一,中井 準他 :外傷性縦隔血腫の

1例,同,(昭53.ll).
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岩田猛邦,望月吾郎,細谷良一,種田和清,笹沼竹雄,松原恒雄他:パラコート肺臓炎の1剖検例,同,(昭

53.ll).

前川暢夫 :司会,日本における胸部疾患学25年,その(1)呼吸器,第49回ACCI'日本支部定期講演会,(昭53.

12).

〔誌 上 発 表〕

1. 結核,非定型抗酸菌症

F.Kuze,Y.Oda,S.Kado,S.Takeda,M.Kawai,M.Nakanishi,N.Maekawa:Atrialoftheidentification

ofvariousspeciesofmycobacteriautilizingcolonycharacteristicsbyplateculturetechnique;Bulletinofthe

InternationalUnionAgainstTuberculosis51:271.-274,1976.

前川暢夫,久世文事 :非定型抗酸菌症の臨床,感染症,(藤沢),7:201-212.1977.

久世文幸,実験的非定型抗酸菌症に関する研究,1.非定型抗酸菌のマウスに対する病原性について(i),結核,

53:39～48.1978.

中西通泰,難治肺結核,分担執筆,阿部裕他編,薬物療法の実際 (第2版),アサヒメジカル,1978.

前川暢夫,小田芳郎 :老年者の呼吸器疾患一結核- :GeriatricMedicine,16:455.-458,1978.

中西通泰,結核の薬物療法,薬局,29:41-48,1978.

2. 感染症の化学療法

前川暢夫,中西通泰,坂東憲司,西山秀樹,山田栄一,賀戸重允,石橋達雄,中井 準,岩田猛邦他, (協同

研究), 呼吸器感染症に対する T-1220(Piperacillin) と Ampicillin の二重盲検法による薬効比較試験成績 :

Chemotherapy,26:123′-166,1978.

前川暢夫,中西通泰,川合 満,久世文事,小田芳郎,江部康二,西山秀樹,坂東憲司,長谷光雄,望月吾

郎,細川昌則,沢田憲三,松原恒雄,岩田猛邦,倉沢卓也,種田和満,山田栄一,賀戸重允,石橋達雄,大井

豊,高田範男,市川季男 :呼吸器感染症における PC-904の臨床的検討, Chemotherapy:26,S･2,319′-323,

1978.

前川暢夫,中西通泰,川合 満,久世文章,小田芳郎,江部康二 :PC-904の血中濃度ならびに尿中排滑に関

する研究,Chemotherapy:26,S-2,168.-178,1978.

前川暢夫,中西通泰,川合 満,西山秀樹,坂東憲司,細川昌則, CS-1170の呼吸器感染症に対する臨床的

検討,Chemotherapy:26,S15,288-291,1978･

前川暢夫,中西通泰,山田栄一,塩田恵三他 :(協同研究),Apalcillinと Carbenicillinの慢性気道感染症に

対する薬効比較試験成績,Chemotherapy,26:762-793,1978･

3. 気管支噂息

前川暢夫 :大気汚染と気管支嘱息,内科 :42,945-949,1978.

川合 満,前川暢夫,光井庄太郎他:(協同研究),Procateral長期連用時の治療効果と安全性,薬理と治療,

6:3626-3636,1978.

4. そ の 他

内藤益-,沢 武弘,草野久也,清水 魂,宮地裕文 :Aspergi11usfumigatus吸入による外因性アレルギー性

肺胞炎の1例,日胸,35:938-942,1976.

内藤益一,井上敬四郎,久野健忘,中川正清,岩井和郎 :診断の過程において興味のあった石綿肺,日胸,37;

645-648,1978.

岩崎博信,波多 信,石原享介,黒田 昭,梅田文一,中井 準,角田沖介,種田 孝,大脇 嶺,藤田正憲

:ピックウィック症候群の1症例,京大胸部研紀要,ll;40-48,1978.
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前川暢夫,中西通泰,吉田敏郎,山田栄一,藤田真之助,塩田憲三他 :(協同研究),Clofedanol錠による鎮

咳効果についての二重盲検法による検討,D｡Ⅹtromethorphanとの対比,Clin.Ev礼l.6:563.-587,1978･

前川暢夫,中西通泰,川合 満,山鳥英世,吉田敏郎,池田宣昭,井上 昇,稲樹英男 :Eprazinone･2HCl

(Resplen)の啄疾粘度低下作用に関する試験管内実験,臨床と研究,55:250-206,1978.

前川暢夫,加藤幹夫,中西通泰,川合 満,久世文章,小田芳郎,江部康二,西山秀樹 :臨床医学の展望,呼

吸器病学,日医新,No.2810,53,3,4,3′-10.

前川暢夫 :肺と全身疾患,医薬の門,18‥66-68,1978.

中西通泰,前川暢夫 :肺疾患,胸膜疾患,(分担執筆)富田仁他編,検査診断マニュアル,メヂカルフレンド,

1978.

前川暢夫 :微熱,臨床と研究,55:3768-3771,1978.

研究会,その他

前川暢夫,中西通泰 :Cefamandole研究会 (昭52.12)

川合 満 :気管支嘱息の診断と治療,左京区医師会臨床談話会,(昭53.2)

川合 満 :気管支嘱息におけるステロイド療法,アルデシン研究会 (関西地区),(昭53.2)

中西通泰 :肺腫癌の治療,第12回呼吸器疾患研究会,(昭53.2)

川合 満 :気管支晴息の治療の実際,静岡県気管支噛息研究会,(昭53.4)

前川暢夫,中西通泰 :第1回 T-1551研究会,(昭53.5)

川合 満 :気管支嘱息とそのステロイド療法について,住之江区医師会学術講演会,(昭53.5)

前川暢夫,中西通泰 :CS-1170研究会,(昭53.5)

川合 満 :気管支嘱息の病因と治療,綴喜,相楽郡医師会学術講演会,(昭53.7)

岩田猛邦他 :胸膜炎軽快後の経過観察中に多発性の結節を生じた胸腺腫例,奈良呼吸器談話会,(昭53.7)

中西通泰 :気管支拡張症,第13回呼吸器疾患研究会,(昭53.8)

川合 満 :気管支瑞息の治療とベッドサイド,第7回佐賀県治療研修会53,(昭53.9)

前川暢夫,中西通泰 :第2回T-1551研究会,(昭53.9)

川合 満 :内科的立場からの気管支嘱息,西京医師会学術講演会,(昭53.10)

前川暢夫,中西通泰,KEM 研究会,(昭53.10)

前川暢夫,中西通泰 :Netilmicin研究会,(昭53.ll)

披多 信,黒田 昭,石原享介,岩崎博信,梅田文一,山田栄一,中井 準他:同一部位に癌病巣と結核病巣

とが混在した肺癌の1例,第12回兵庫県肺癌談話会,(昭53.ll)

細川昌則,竹田俊男 :変異した3T6線維芽胞株における線維形成,第30回国立大学附置研究所結核及び胸部

疾患談話会,(昭53.ll)

中西通泰 :気管支拡張症の成因と副鼻腔炎との関連,いわゆるKartagener'ssyndromeについて,臨床と解剖

セミナー (第 4回)(昭53.12)

川合 満 :気管支嘱息の診断とその治療,福知山,綾部医師会学術講演会,(昭53.12)

川合 満 :気管支嘱息における最近の薬物療法について,和歌山県医師会学術講演会,(昭53.8)

前川暢夫,中西通泰 :NK-631研究会,(昭53.8)

前川暢夫,中西通泰 :CGp-9000研究会,(昭53.9)

岩田猛邦 他:全身性 Peliosisの病理学的検討,奈良呼吸器談話会,(昭53.12)

松原恒雄 :嘱息治療の実際 (特別講演)奈良瑞息研究会,(昭53･6)
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内 科 学 第 2部 門

1. 免疫学の基礎的領域に関する研究

〔学会 ･研究会報告〕

西川伸一,平田健雄,泉 孝英 :ヒト･リンパ球における PPD による免疫グロブリン産生細胞の誘導,第41

回実験結核研究会総会,(昭53.10)

西川伸一,平田健雄,泉 孝英,真弓光文 :ヒト免疫グロブリン産生機構に関する研究 Ⅰ,プロテインA結合

ヒツジ赤血球によるIg産生細胞の検出,第28回日本アレルギー学会総会,(昭53.10)

平田健雄,西川伸一,泉孝英,真弓光文 :ヒトにおける免疫グロブリン産生機構に関する研究 (2) proteinA

により誘導性の細胞について,算28回日本アレルギー学会総会 (昭53.10)

真弓光文,西川伸一,平田健雄,泉 孝英他 :ヒト末桐血T細胞のinvitroにおける細胞性免疫能の検索(Ⅰ)

TNBS-coupledautologouslymphocyteを Stimulatorとした MLR について,第28回日本アレルギー学会総会,

(昭53.10)

西川伸一,平田健雄,泉 孝英 :ヒト免疫グロブリン産生機構に関する研究,Ⅲ.PPD による免疫グロブリ
ンの誘導とその機構の解析,第 8回日本免疫学会総会,(昭53.ll.28)

平田健堆,西川伸一,真弓光文,泉 孝英 :ヒト末梢血の抗体産生,第10回京大臨床免疫同好会,(昭53.9)

真弓光文,三河春樹,奥田六郎,平田健雄,西川伸一,泉 孝英 :TNBS-coupledauto10gouslymphocyteを

Stimulatorとしたヒト末梢血 MLR について,第10回京大臨床免疫同好会,(昭53.9)

〔誌 上 発 表〕

西川伸一,平田健雄,泉 孝英 :ProteinA結合ヒツジ赤血球を標的にした ヒト免疫グロブリン産生細胞のプ

ラーク法による検出,免疫実験操作法Ⅶ,2163,日本免疫学会,--一票,,77-LL

2. 結核の免疫およびアレルギーに関する研究

〔学会 ･研究会発表〕

長井苑子,泉 孝英 :結核患者血清の免疫抑制作用に関する研究,第53回日本結核病学会総会,(昭53.4)

泉 孝英,長井苑子 :肺抗核患者血清によるマウスのSRBCに対するplaqueformingcellresponse抑制作用.

昭和52年度日本医学協力計画結核専門部会,(昭53･2)

本田和徳,大山口 握,松井祐佐公,佐藤篤彦,木野稔也,大島駿作 :ツベルクリンアレルギーの伝達機構-

transfer活性細胞,MIF産生細胞,および LIF産生細胞の相互関係について-,第41回実験結核研究会総会,

(昭53.10)

松井祐佐公,大山口 握,木野稔也,大島駿作 :モルモットにおける LIF と MIFの比較について,第40回

実験結核研究会総会,(昭53.4)

松井祐佐公,本田和徳,木野稔也,大島駿作 :モルモットLIF と遅延型過敏症および産生細胞について,罪

28回日本アレルギー学会総会,(昭53.10)

〔誌 上 発 表〕

泉 孝英,長井苑子 :肺結核患者血清によるマウスのSRBCに対するplaqueformingcellresponse抑制作用,

昭和52年度日本医学協力計画報告書,p.305,日米医学協力研究会結核専門部会,

Oshima,SリKino,T.,Sato,AリOya-aguchi,A･,andMatsui,Y∴ Aroleorthymusdependentlymphocytein

passivetransferoftuberculinhypersensitivity,Jap･J･Tuberc･,21:5,1978･
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3. 肺癌に関する研究

〔学会 ･研究会発表〕

北市正則,泉 孝英,浅本 仁,古田陸広,宮城征四郎,安谷屋茂男,森岡茂治,筒井大八 :肺癌と所属 リン

パ節の研究 (第3報)肺癌病巣およびその近傍における組織反応と地域差について,第18回日本胸部疾患学会総

会,(昭53.4)

泉 孝英,杉之下俊彦 :肺癌血清,とくに γ-グロブリン分画の免疫抑制作用に関する研究, 第75回日本内科

学会講演会,(昭53.5)

泉 孝英,杉之下俊彦,長井苑子 :肺癌患者血清の免疫抑制作用を用いた肺癌の免疫学的診断法 (Immunosu-

ppressiontest)の診断学的意義について,第29回肺癌学会関西支部会,(昭53.7)

泉 孝英,杉之下俊彦,長井苑子 :Immunosuppressiontestによる肺癌の血清学的診断 (第 1報),第19回日

本肺癌学会総会,(昭53.9)

佐藤罵彦,本田和徳,門 政男,泉 孝英,小原幸唇,大島駿作 :女性肺癌の増加について,第19回日本肺癌

学会総会,(昭53.9)

北市正則,泉 孝英,浅本 仁,古田睦広,森岡茂治 :肺癌と所属 リンパ節の研究 (第4報),肺所属 リンパ

節の免疫形態学的分類と手術予後,第19回日本肺癌学会総会,(昭53.8)

門 政男,泉 孝英,大島駿作 :肺癌患者における PHA 皮膚反応,第28回肺癌学会関西支部会,(昭53.2)

門 政男,泉孝英 :癌患者の免疫機能測定法としての PHA 皮膚反応,SI)G 研究会,(昭52.3)

小原幸信 :肺癌の組織型と臨床所見,第28回肺癌学会関西支部特別講演,(昭53.2)

〔誌 上 発 表〕

本田和徳,今井弘行,門 政男,佐藤篤彦,木野稔也,泉 孝英,小原幸信,大島駿作,筒井大八,森岡茂

袷,杉本幾久雄 :片側性肺疾患を既往にもつ肺癌症例の検討,日本胸部臨床,37‥618,(昭53)

4. 気管支噂息および Ⅰ型アレルギーに関する研究

〔学 会 発 表〕

木野稔也,今井弘行,大島駿作 :昆虫による気管支嶋息の研究･Ⅵ.蛾および蝶による気管支嘱息の診断と治

療のための "かいこ〝抽出液の役割について,第18回日本胸部疾患学会総会,(昭53.4)

木野稔也,今井弘行,大島駿作 :昆虫による気管支嘱息の研究,第75回日本内科学会総会,(昭53.5)

ToshiyaKin°andShunsaku,Oshima: Studiesonbronchialasthmaduetoinsects･ ThereaglnlCSenSltlVlty

tomothandbutterflyinpatientswith bronchialasthma,XIIIth worldcongressondiseasesofthechest(53,7)

木野稔也,今井弘行,大島駿作 :昆虫による気管支嘱息の研究,Ⅶかいこの蛾アレルゲンと蝶,蛾およびダニ

アレルゲンの交叉反応性について,第28回日本アレルギー学会総会,(昭53.10)

〔誌上発表 ･研究報告〕

ToshiyaKin°andShunsaku,Oshima: AllergytoinsectsinJapan. Ⅰ･Thereaginicsensitivitytomothand

butterflyinpatientswith bronchialasthma,J･AllergyandClin･Immunol･,61:10,1978.

木野稔也,大島駿作 :昆虫による気管支嘱息の研究, 2･ トビケラの吸入アレルゲンとしての意義と Radioa-

11ergosorbenttestによる IgE 抗体の検出,アレルギー,27:31,1978.

木野稔也 :昆虫アレルギー,今日の治療指針,P･419,1978,医学書院,

木野稔也,今井弘行,大島駿作 :Paperdiscradioa.llergosorbenttest(PRIST)による血清 IgEの測定-測定

精度の検討と radioimmunosorbenttest(RIST)による測定値との比較,臨床免疫,10:511,1978.

木野稔也,大島駿作 :昆虫アレルギーによる気管支相恩の研究-蛾および蛙特異的 IgEの季節変動 と減感作

療法について,昭和52年度環境庁公害医療研究費補助金による報告書.
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5. サルコイドージスに関する研究

〔学会 ･研究会発表〕

泉 孝英,岩井和郎他 :サルコイド-ジス急性発症症例の検討,第18回日本胸部疾患学会総会,(昭53.4)

泉 孝英,杉之下俊彦,長井苑子 :サルコイド-ジスの免疫学的研究 (第 6幸か,血清中の免疫抑制作用物質

の性状と作用機序について,第18回日本胸部疾患学会総会,(昭53.4)

西川伸一,大山口 握,佐藤篤彦,木野稔也,泉 孝英 :サルコイド-ジスの臨床像の変貌に関する検討一日

験22年間333症例の集計成積を中心として,第18回日本胸部疾患学会総会,(昭53.4)

長井苑子,泉 孝英 :サルコイド-ジス患者血清の免疫抑制作用機序について,厚生省特定疾患調査研究班昭

和52年度総会,(昭53.2)

泉 孝英 :サルコイドジースにおける免疫異常,第6回熊本免疫アレルギー研究会,(昭53.12)

Mikami,A.,Izumi,T.etal.: Correlationofserum ACE levelstodiseaseactivitiesinsacroidosis. 8th

lnternationalconferenceonsarcoidosisandothergranulomatousdiseases. Cardi氏(53,9)

Izumi,T･: Plaqueformingcellresponsesuppresivefactorinsarcoidosisserum･8thInternationalConference

onsarcoidosisandothergranulomatousdiseases･Cardiff･(53,9)

Nanao,Y.Izumi,T.etal.: Cardiacinvolvementin963casesofsarcoidosisbyelectrocandiographicand

endomyocardialbiopytechniques･ 8thInternationalConferenceonSarcoidosisandothergranulomatousdisease

(53,9)

〔誌 上 発 表〕

泉 孝英 :サルコイド-ジス2患者血清の免疫抑制作用について,昭和51年度厚生省特定疾患サルコイド-ジ

ス調査研究班研究業績 p.151(52,3)

北郷 修,岩井和郎,泉 孝英 :クベイム抗原製造番号40の使用成績,昭和51年度厚生省特定疾患サルコイド

ージス調査研究班業績 p･174(52,3)

泉 孝英 :急性発症症例調査状況,昭和51年度厚生省特定疾患サルコイド-ジス調査研究粧業績 p･177(52,3)

立花時夫,泉 孝英他 :5年以上肺病変が残存したサ症例の検討,昭和51年度厚生省特定疾患サルコイド-ジ

ス調査研究粧研究業績,p･283(52,3)

@ 西川伸一,北市正則･平田健雄･泉 孝英 :サルコイト ジス肺病度と慢性ベリリウム肺病変の病理相織学的
鑑別点について p.294(52,3)

泉 孝英 :サルコイドージス,結核,53(9):441,1978.

6. 肺腺推症に関する研究

〔研 究 会 発 表〕

泉 孝英,平田健雄 :呼吸器疾患におけるHLAについて,昭和52年度厚生省特定疾患肺線維症調査研究班班

会議,(昭53.2.25)

〔誌 上 発 表〕

泉 孝英,平田健雄 :肺線維症例における circulatingimmunecomplexの証明とその意義に関する研究, 厚

生省特定疾患肺線維症調査研究斑,昭和51年度研究報告書 p.172(52,3)

滝島 任,泉 孝英他 :肺線維症全国調査症例の呼吸機能,生化学的,免疫学的検査所見,厚生省特定疾患肺

線維症調査研究社,昭和51年度研究報告書 p.199(52,3)

滝島 任,泉孝 英 :原因不明のびまん性間質性肺炎の病因,病態生理に関する現時点のまとめ,厚生省特定

疾患肺線維症調査研究班,昭和51年度研究報告書,p.203(52.3)



昭和54.3 - 19-

7.産業性肺疾患に関する研究

〔学 会 発 表〕

西川伸一,平田健雄,北市正則,泉 孝英 :慢性ベリリウム肺に関する研究 (第4報),ベリリウム取扱い工

場労働者におけるツベルクリン反応の変動について,第18回日本胸部疾患学会総会,(昭53.4)

Nishikawa,S.,Izumi,T.:AthreeyearpospectivestudvonMantouxreactionoffactoryworkersexposedto

berylliumoxide.8thInternationalConferenceonSarcoidosisandothergranulomatousdisease.Cardiff.(53.9)

〔誌 上 発 表〕

泉 孝英 :慢性ベリリウム肺,石山,日野原,阿部編,今日の治療指針 p.2021978.医学書院

8. 呼吸器疾患の免疫学的研究

〔学 会 発 表〕

平田健雄,西川伸一,松井祐佐公,泉 孝英,小原幸信,大島駿作 :びまん性間質性肺炎 (肺線維症)におけ

る寒冷凝集素価の上昇とその意義について,第18回日本胸部疾患学会総会,(昭53.4)

泉 孝英 :シンポジウムⅠ,細胞性免疫をめぐって (司会徳永徹)5.細胞性免疫機能 (臨床の立場から),罪

53回日本結核病学会総会,(昭53.4)

杉之下俊彦,泉 孝英 :ヒト血清中の免疫抑制作用物質に関する研究,第4報,血清中の免疫抑制作用物質の

多様性,第40回日本血液学会総会,(昭53.5)

泉 孝英,長井苑子 :ヒト患者血清によるマウスの遅延型反応の抑制,第40回実験結核研究会,(昭53.4)

Ochi,T.I2:umi,T.etal.: AnewtyPeofhypersensitivitypneumonitisinJapan･8thInternationalConference

onSarcoidosisandothergranulomatousDiseasesCardiff.(53.9)

〔誌 上 発 表〕

泉 孝英,長井苑子,西川伸一 :呼吸器疾患最近の進歩<あすへの内科展望>本間日臣編,6.免疫学の進歩と

肺疾患,p.74金原出版, (昭53)

¢ 泉 孝英,西川伸一 :過敏性肺臓炎,臨床科学 (14(3):303,1978･
~＼

二 : := ~_T=‥∴ ∴ ∴ 一二∴ .:--::∴ ∴ ∴ Tl-I::-_=二 _∴ ∴:I.:_

核胸部疾患研究所紀要,ll:49,1978･

今井弘行 :呼吸器疾患における血清 IgEに関する研究,第 2編,各種呼吸器疾患における血清 IgE値の検討,

京都大学結核胸部疾患研究所紀要,ll:66,1978.

真弓哲二 :呼吸器疾患におけるリンパ球に関する免疫学的研究,京都大学結核胸部疾患研究所紀要,ll:91,

1978.

大島駿作,真弓哲二,門 政男 :呼吸器系の老化一免疫-,GeriatricMedicine,16:431,1978.

9. 呼吸器の感染防禦機構について

〔学 会 発 表〕

門 政男,大島駿作,高橋権也 :呼吸器の感染防禦機構に関する研究一卵白リゾチーム投与後の肺および気管

支洗浄液中の濃度について-,第18回日本胸部疾患学会総会,(昭53･4)

10. その他呼吸器疾患一般について

〔誌 上 発 表〕

木野稔也,本田和徳,門 政男,泉 孝英,大島駿作,鈴木輝康,石井 靖 :各種肺疾患の肺血管病変および

フィブリノーゲン値とウロキナーゼによる治療の試み,新薬と治療,15:639,昭53.
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Itoh,H･,Tokunaga,S･,As amoto,H･,Furuta,M･,Funamoto,Y･,Kitaichi,M.andTorizuka,K.:RadiologlC･

pathologiccorrelationsofsmalllungnoduleswithspecialreferencetoperibronchiolarnodules,Am.∫.Roentgenolリ
130:223,1978.

ll. 症 例 報 告

〔学 会 発 表〕

清野 進,泉 孝英他 :紅皮症を伴い急激な経過をたどったびまん性間質性肺炎の1剖検例,第96回日本内科

会近畿地方会,(53.9)

門 政男,西川伸一,大島駿作,杉本幾久雄 :結核性胸膜炎の治療中に発生したカンジダ肺炎の1症例,第14

回日本胸部疾患学会近畿地方会,(昭53.ll)

本田和徳,今井弘行,佐藤篤彦,小原幸信,大島駿作 :Multipleoccultbronchogeniccarcinomaと考えられ

る1例,第29回肺癌学会関西支部会,(昭53.7)

本田和徳,門 政男,今井弘行,大島駿作 :肺門部早期肺癌の1例,第7回近畿気管支鏡懇話会,(昭53･1)

北市正則,泉 孝英,小原幸信,大島駿作,伊藤元彦 :気管支腺腫癌 MucoepiermoidCarcinomaの1手術例,

第28回肺癌学会関西支部会,(昭53.2)

北市正則,西川伸一,小原幸信,大島駿作 :上大静脈症候群で発症した揮休部癌の2剖検例,第28回肺癌学会

関西支部会,(昭53.2)

〔誌 上 発 表〕

古田睦広,浅本 仁,北市正則,稲本俊,世良敏行 :高カルシウム血症を示した食道癌の1剖検例,臨床内分

泌と代謝,1:117,1978･

12. 講演会など

大島駿作 :肺疾患の免疫学,滋賀県国保審査委員会学術講演会,(昭53･8･18)

大島駿作 :呼吸器疾患の臨床,滋賀県社会保険診療報酬請求書審査委員会学術講演会,(昭53.9.16)

大島駿作 :肺癌と肺結核の鑑別について,最近の肺結核の治療について,結核医療研修会,(昭53.ll.25)

胸 部 外 科 学 部 門

1. 腫

伊藤元彦

松延政一,

松延政一,

松延政一,

241,1978.

松延政一,

〔誌 上 発 表〕

蕩

肺癌の臨床における問題点,日本臨床 36:3511,1978･

伊藤元彦,寺松 孝 :footlight,左全胸腔を占める巨大腰痛,胸部外科 31:81,1978.

伊藤元彦,寺松 孝 :footlight,中下葉の無気肺を示した肺癌例,胸部外科 31:164,1978.

伊藤元彦,寺松 孝 :footlight,腫癌の肺内外発生の鑑別における C･T･の効用, 胸部外科 31:

伊藤元彦,寺松 孝 :footlight,小細胞型未分化癌の C･T･像,胸部外科 31:324,1978.

伊藤元彦 :｢肺癌手術と合併療法｣,Adjuvantchemotherapyにおける薬剤の選択一感受性試験,日本胸部外科

学会雑誌 26:336,1978･

伊藤元彦,高嶋義光,光岡明夫,青木 稔,福田治男,桐林憲司,長瀬千秋 :肺の functioningtumor,臨床医

4:513,1978.

福田治男,伊藤元彦 :アミラーゼ産生肺癌の研究,癌の臨床 24:262,1978.

秋山文弥 :第31回中部肺癌学会印象記,肺癌 18:98,1978.
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服部正次,伊藤元彦他14名 :小細胞癌の多角的集約治療成績 (第一幸釘,肺癌 18:419,1978.

伊藤元彦,松村理司 :肺癌のレントゲン像 (I)notchsign,総合臨床 27:739,1978.

松村理司,伊藤元彦 :肺癌のレントゲン像 (2)pleura日dentation,総合臨床 27:970,1978･

伊藤元彦,松村理司 :肺癌のレントゲン像 (3)空洞形成,総合臨床 27:1163,1978.

伊藤元彦,松村理司 :肺癌のレントゲン像 (4)浸潤型肺癌,総合臨床 27:1363,1978.

松村理司,伊藤元彦

伊藤元彦,松村理司

松村理司,伊藤元彦

伊藤元彦,松村理司

松村理司,伊藤元彦

松延政一,和田洋巳,
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肺癌のレントゲン像 (5)肺癌の無気肺像,総合臨床 27:1575,1978.

肺癌のレントゲン像 (6)肺門腫輝型,総合臨床 27:1777,1978･

肺癌のレントゲン像 (7)胸水貯留像,総合臨床 27:1974,1978.

肺癌のレントゲン像 (8)胸壁浸潤型および Pancoast型肺癌,総合臨床 27:2760,1978･

肺癌のレントゲン像 (9)リンパ節腫脹像,総合臨床 27:2927,1978.

伊藤元彦,寺松 孝,田中 寛 :肺癌と C･T･,肺と心 25:166,1978.

和田洋巳,松延政一,外村聖-,寺松 孝 :癌と免疫療法一溶連菌製剤 OKl432の検討 Ⅰ.遅延型過敏症の増

強,癌と化学療法 5:803,1978.

和田洋巳,松延政一,外相聖一,寺松 孝 :癌と免疫療法一溶連菌製剤 OK-432の検討 Ⅱ.非特異的 (non-

specifiC)Killerの誘導,癌と化学療法 5:811,1978.

倉田昌彦,岡田英彦,横山和敏,近藤敬一郎,西本 孝,室本 仁,田中 寛,松延政一,長瀬千秋,伊藤元

彦 :日本胸部疾患学会雑誌 16:589,1978.

前里和夫,玉田二郎,人見滋樹,鈴木庸之,本出真三 :原発性肺線維肉腫の-治験例一本邦報告例の統計的観

秦,日本胸部臨床 37:713,1978.

北野司久,高嶋義光,杉山正敏,青木 稔,長瀬千秋 :Nu一マウスを用いる制癌剤感受性検査法 (第 1報)そ

の基礎的研究,最新医学 33:1455,1978.

長瀬千秋,青木 稔,伊藤元彦,寺松 孝,高嶋義光,北野司久 :培養人癌細胞を用いての制癌剤感受性検査

法の開発の試みと,その将来における臨床応用の可能性について,最新医学 33:2214,1978.

谷川敬一郎,宝木 仁,倉田昌彦,岡田英彦,近藤敬一郎 :北野病院紀要 23:1,1978.

和田洋巳,松廷政一,伊藤元彦,寺松 孝 :日医ニュース,medicalscope:407,1978.

辰巳明利,大木一夫,坂東義清,茂幾俊武,伊東政敏,重康牧夫 :早期肺癌一日験例6例と早期診断-,倉敷

中央病院年報 47:25,1978.

2. 胸 腺,免 疫

A.Mitsuoka,T.Teramatsu,M.Baba,S.MorikawaandK.Yasuhira: Delayedhypersensitivitylnmice

inducedbvintravenoussensitizationwithsheeperythrocytes:evidencefortuberculintypehypersensitivityOfthe

reaction. Immunology34:363,1978.

和田洋巳,松延政一,寺松 孝 :正常および重症筋無力症胸腺におけるT,B細胞の比率,臨床免疫 10:499,

1978.

松谷之義 :重症筋無力症の外科療法,共済医報 26(4)10,1978.

3. 結 核

山本博昭,松谷之義,松本守海,青木 稔,渡辺 智,寺松 孝 :結核性空洞に対する空洞形成術一手術成績

と適応の限界について一結核 53:541,1978.

4. 人 工 材 料

Y･Shimizu,S･Matsunobe,H･Yamamoto,T･Teramatsu,T･HinoandS･Okamura:StudyonCompositesor

collagenandsyntheticpolymer･ Arti丘CialOrgan1:148,1978.

松延政一,清水慶彦,和田洋巳,山本博昭,寺松 孝,岡村誠三,日野常稔 :細胞培養法による合成高分子材

料の組織親和性の検定一特にコラーゲン合成高分子複合体の検定について,人工臓器 7;68,1978.
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Y.Miyamoto,S.Matsunobe,H.Kato,Y.Shimizu,R.Abe,T.Teramatsu,S.OkamuraandT.Hino: Tra-

chealreconstructionusingcollagen-plasticscopolymers.人工臓器 7:165,1978.

渡辺 智,清水慶彦,山本博昭,寺松 孝,他3名 :コラーゲン被覆合成高分子担体-の酵素固定化の試み,

人工臓器 7:206,1978.

寺松 孝,清水慶彦,岡村誠三,日野常稔 :生体とポリマーの接触界面の諸問題,医用高分子材料に関する基

礎的研究,研究概要報告書 3:261,1978.

5. 心 ･血 管

泰水弘文,表 信吾,田中 暁,秋山文弥,加藤弘文 :Pathogenesisandtreatmentofanginapectorisatrest

asseenfromitsresponsetovariousgroups.Jap.Circul.J.42:1,1978.

宮本 覚,岡部学,岡本交二,西内 素,中村隆澄,山家 武,庄村東洋,吉栖正之 :P.D･A･を伴う先天性

疾患治療上の問題点,日本心臓血管外科学会雑誌 8‥164,1978.

島本光臣,秋山文弥,篠崎 拓,加藤弘文,田村康一,上野陽一郎,泰江弘文,表 信吾,滝沢明憲,永尾正

男 :ペースメーカー植込み10年の成績一特に死亡例並びに心筋電極断線について,心臓 10:415,1978.

山里有男,松村理司,中細誠也,井上律子,小林君美 :心膜真贋の5治験例,胸部外科 31‥375,1978･

千種弘章,大井 勉,宮本 覚,西内 素,中村隆澄,山家 武,庄村東洋,吉栖正之,他5名 :心筋炎後に

発生したと考えられる多発性心室膚の1治験例,心臓 10:748,1978.

宮本 覚,西内 素,中村隆澄,山家 武,庄村東洋,吉栖正之,他6名 :冠動脈肺動脈異常起姶症の外科治

療一左冠動脈肺動脈異常起始症と左冠動脈前下行枝肺動脈異常起始症の2手術治験例,胸部外科 31‥513.1978.

柳原暗二,吉栖正之,庄村東洋,山家 武,中村隆澄,西内 素,宮本 覚,他5名 :非穿通性外傷による僧

帽弁腔索断裂の超音波所見,呼吸と循環 26‥477,1978.

吉栖正之,宮本 覚,西内 素,中村隆澄,山家 武,庄村東洋,他3名 :完全型心内膜床欠損症に対する弁

膜中隔形成術,日本胸部外科学会雑誌 26:1055,1978.

馬場国蔵,庄村東洋,吉栖正之,他2名 :小児期心疾患における圧 BiplaneCine-ACG同時記録による左室,

右重圧容量関係について- (第一報)左室 ･右室圧容量曲線-,呼吸と循環 25:1119,1978.

6. 一般胸部疾患,他

寺松 孝 :新しい胸部外科の臨床,(共同執筆)縦隔疾患のⅩ線診断, 日本胸部外科学会卒後教育委員会,

1978.

K･HijiyaandY･Okada.･ Scanningelectronmicroscopestudyofthecastofthepulmonarycapillaryvessels

inrats.∫.ElectronMicroscリ27:49,1978.

K･Hijiya:Electronmicroscopestudyofthealveolarbrushcell.J.ElectronMicrose･27:223,1978･

K.Hijiya: Derivationandultrastructureoralveolarbrushcell. Proc.9thlnt.Congr.ElectronMicrosc･

492,1978.

K.Hijiya: Ultrastructuralstudyoflunginjuryinducedbybleomycinsulfateinrats･J･Clin･ElectronMic-

roscopyll:41,1978.

和田洋巳,松延政一,外村聖一,寺松 孝,他2名 :DIC(disseminatedintravascularcoaglulation)を伴った

クレブシェラ肺炎の1例,日本胸部臨床 37:403,1978.

桑原正喜,松原義人,宮本好博,宮本茂充,ニッ矢義一,二宮和子,畠中陸郎,船津武志,池田貞雄 :自然気

胸の治療-222症例 (292回治療)の臨床的検討,日本胸部臨床 37:860,1978･

人見滋樹,玉田二郎,前里和夫 :胸水の鑑別,肺と心25:65,1978.

寺松 孝,桐林憲治 :血胸および血性胸水,臨床と研究 55:32,1978･

寺松 孝 :矯正,再建外科の将来性 (論説)日本胸部疾患学会雑誌 16‥233,1978･

玉田二郎,人見滋樹 :新しい器械,新しい胸腔低圧持続吸引器,胸部外科 31;912,1978･

林 義春,人見藤樹,玉田二郎共著,長石忠校閲 :肝区域の気管支造影,医学書院,1978･
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鈴木孝世,高山博史,前里和夫,玉田二郎,人見滋樹 :中葉症候群 ･副鼻腔気管支症候群の一典型例,関西電

力病院医学雑誌 10:39,1978.

玉田二郎 :腸閉塞に続発した腹膜炎及び開腹術後の気胸をきたしェンドトキシンショックで死亡した-症例,

関西電力病院雑誌 10:29,1978.

長瀬千秋 :ステレオ聴診器の考案,胸部外科 31:134,1978.

伊東政敏,勝田宏重,中路忠司,茂幾俊武,坂東義清,辰巳明利 :Viccilin-S点滴静注の使用経験,診療と新

薬 15:1073,1978.

辰巳明利,大本一夫,坂東義清,茂幾俊武,伊東政敏 :Morgagni孔-ルニアの1症例と本邦報告例の統計的

考察,倉敷中央病院年報 46,79,1978.

松谷之義,青木 稔 :ウロキナーゼの胸胎内投与,診療と新薬 15(5):223,1978.

寺松 孝 :胸部外科各論,縦隔,新臨床外科全書,全原書店,1978.

〔学 会 発 表〕

1. 腫 疲

桑原正喜 :小細胞癌の気管支鏡所見,第7回気管支鏡懇話会,(昭53.1)

北野司久 :肺癌におけるC･E.Aリ第 5回京滋肺癌研究会,(昭53.1)

松原義人 :肺癌におけるC･E.A.,第5回京滋肺癌研究会,(昭53.1)

伊藤元彦 :肺癌の組織学的細分類と臨床,胸部研学術講演会,(昭53.1)

長瀬千秋,桐林憲司,伊藤元彦,寺松 孝 :C.W.S.の腫療内投与について,第28国日本肺癌学会関西支部会,

(昭53.2)

青木 稔,長瀬千秋,伊藤元彦,寺松 孝 :高令者肺癌の外科的治療,第28回日本肺癌学会関西支部会,(昭

53.2)

北野司久,高嶋義光,宮林美福,青木 稔,長瀬千秋,伊藤元彦 :C.E.A.産生肺癌 2例の検討,第28回日本

肺癌学会関西支部会,(昭53.2)

高嶋義光,北野司久,青木 稔,長瀬千秋,伊藤元彦 :免疫賦活剤による末棺血中リンパ球および胸水中単核

細胞の細胞障害性の検討,第28回日本肺癌学会関西支部会,(昭53.2)

高嶋義光,宮林美福,北野司久 :馬尾神経転移をきたした肺癌の-症例,第28回日本肺癌学会関西支部会,(昭

53.2)

山家 武,岡部 学,岡本斉二,宮本 覚,西内 素,中村隆澄,庄村東洋,吉栖正之,他6名 :70才以上の

肺癌の外科療法,第28回日本肺癌学会関西支部会,(昭53.2)

石原享介,山家 武,庄村東洋,吉栖正之,他8名 :"肺癌患者におけるCEA''.手術例,falsenegative例,

死亡例の検討,第28回日本肺癌学会関西支部会,(昭53.2)

宮本好博,宮本茂充,ニッ矢義一,桑原正喜,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :肺癌患

者に対する縦隔鏡検査80例の検討,第28回日本肺癌学会関西支部会,(昭53.2)

宮本茂充,池田貞雄,宮本好博,桑原正喜,ニッ矢義一,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志 :末期肺

癌における癌性捧痛の対策,Bromptonmixtureの効果,第28回日本肺癌学会関西支部会,(昭53.2)

松原義人,桑原正喜,池田貞雄,官本茂充,官本好博,ニッ矢義一,畠中陸郡,二宮和子,船津武志 :肺癌患

者におけるC.E.A.の推移,第28回日本肺癌学会関西支部会,(昭53.2)

桑原正喜,松原義人,宮木好博,宮本茂充,ニッ矢義一,二宮和子,畠中陸郎,船津武志,池田貞雄 :肺癌患

者におけるp.p.D,P.H.A反応,第28回日本肺癌学会関西支部会,(昭53.2)

釜本隆行,西谷 裕,基本 仁,倉田昌彦,岡田英彦,近藤敬一郎,田中 覚 :CTで経過を観察しえた肺癌

のACNU著効例,第28回日本肺癌学会関西支部会,(昭53.2)

谷川敬一郎,室本 仁,倉田昌彦,岡田英彦,近藤敬一郎 :高令者肺癌の治療の限界,第28回日本肺癌学会関

西支部会,(昭53.2)

北野司久,高嶋義光,宮林美福 :肺癌の外科的療法における Markerとしての CEAの意義,奈良外科学会,
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(昭53.3)

山中 晃,松村理司,中納誠也,井上律子,小林君美 :診断困難であった肺癌の一例,第89回岐阜外科集談会,

(昭53.3)

前里和夫,人見滋樹,玉田二郎 :原発性肺線維肉腫の一例,第一回日本気管支研究会,(昭53.4)

宮本茂充,池田貞雄,宮本好博,桑原正喜,ニッ矢義一,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志 :末期肺

癌における癌性疹痛の対策-BromptonMixtureの効果,第18回日本胸部疾患学会総会,(昭53.4)

松延政一,和田洋巳,伊藤元彦,寺松 孝,他 1名 :コンピューター断層の胸部疾患診断の応用-症巣の質的

診断の評価とリンパ節転移の検出能について,第18回日本胸部疾患学会,(昭53.4)

MorhisaKitanoIChiakiNagase)TakashiTeramatsuI: ClinicalSignificanceofCEAinLungCancerlWorld

Conf,LllngCancer(53,5)

伊藤元彦,長瀬千秋,青木 稔,和田洋巳,加藤弘文,清水慶彦,寺松 孝 :転移性肺陸揚の外科的治療,罪

123回近畿外科学会 (昭53.5)

伊藤元彦 :肺小細胞癌の治療成績一非切除例について-,厚生省がん研究服部粧瑳会議,(昭53.6)

伊藤元彦 :肺癌手術に併用する "特異的〝免疫療法に関する実験的研究,厚生省がん研究服部粧斑会議,(昭

53.6)

玉田二郎,寺松孝,伊藤元彦,木野稔也,人見滋樹,青木 稔 :肺癌集検実施計画,および進行状況,厚生省

がん研究成毛粧班会議,(昭53.6)

宮本茂充,宮本好博,桑原正喜,ニッ矢義一,松原義人,畠中陸郡,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :ブラの

近傍に発生した診断が困難であった肺肉腫,第123回近畿外科学会,(昭53.6)

岡田英彦,倉田昌彦,西本 孝,本田裕宏 :肋骨腰痛の検討,第123回近畿外科学会,(昭53.6)

山中 晃,井上律子,松村理司,中納誠也,小林君美 :肋骨細網肉腫の一例,第51回日本結核病学会東海地方

会第33回日本胸部疾患学会東海地方会,(昭53.6)

山中 晃,井上律子,中納誠也,小林君美 :肋骨原発の細網内陸の2例について,第52回日本結核病学会東海

地方会第,34回日本胸部疾患学会東海地方会

神内寿男,小嶺幸弘,藤田正憲,宝木 仁,倉田昌彦,西本 孝,田中 寛 :CT (コンピュータ-断層撮影

法)による縦隔陸癌の検討,第17回阪神成人病同好会,(昭53.6)

和田洋巳,松延政一,寺松 孝 :溶連菌製剤 OK-432の免疫系におよぼす影響とその Killer細胞の誘導,罪

6回日本臨床免疫学会,(昭53.6)

北野司久,高嶋義光,光岡明夫,青木 稔,長瀬千秋 :Nuマウスに移植されたヒト腫癌のTumorigenicityに

ついて (第 2報),日本臨床免疫学会,(昭53.6)

長瀬千秋 :組織培養による制癌剤感受性試験の試みとその臨床応用,第45回日本組織培養学会,(昭53.6)

北野司久,高嶋義光,光岡明夫,宮林美福,弘野慶次郎,市谷迫雄,転移性肺腫場に対する外科療法の検討,

日本胸部外科学会関西地方会,(昭53.6)

高嶋義光,光岡明夫,宮林美福,北野司久 :重複癌の-手術例,日本胸部外科学会関西地方会,(昭53.6)

二宮和子,他 :肺癌手術患者におけるCEAの推移,第21回日本胸部外科学会関西地方会,(昭53.6)

前里和夫,玉田二郎,人見滋樹 :前胸壁軟骨肉腫の-手術例,第21回日本胸部外科学会関西地方会,(昭53.6)

西本 孝,倉田昌彦,岡田英彦,室本 仁,田中 寛,本田裕宏 :CTで発見し,縦隔鏡で診断した縦隔の悪

性腫疫,第21回日本胸部外科学会関西地方会,(昭53.6)

北野司久 :Nuマウスを用い たin vivo制癌剤感受性テストの基礎的研究 (第 1報),厚生省班研究 (下里班),

(昭53.6.23)

SadaoJIkdeda)Yoshito)MatsubaraJMasayoshiJKuwabara: Tuner-speci丘cAntigeninLungCancerJThe

XIIIthWorldCongressonDiseasesofthechest(53,7)

YoshitoJMatsubara)Masayoshi,Kuwabara,SadaoJkeda: CEAinpatientswithlungcancer,TheXIIIth

worldCongressonDiseasesofthechest(53,7)

Morihisa)KitanoIChiaki)NagaselTakashi)Teramatsu: Tu-OrlgeneSityofHumanMalignantTumors
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TransplantedintoNu-Mice,WorldCongressonDiseasesoftheChest(53,7)

Matsunobe,S.,Wada,H･,Ilo,M.,Teramatsu,T.: Computedtomographyofthelung,XIII,WorldCongress

onDiseasesoftheChest.

ChiakiNa.gase,MinoruAoki,YoshimitsuTakashima,Motohikolto,MorihisaKitano,TakashiTeramatsu:

TestinglnVitrothesensitivityorhumanlungcancercelllinestoantineoplasticagentsPossibilityofitsclinical

applicationinthefurtureXIIIWorldCongressonDiseasesoftheChest(53,7)

辰巳明利,坂東義清,大本一夫,茂幾俊武,伊藤政敏,重康政夫 :早期肺癌自験例について,第21回日本胸部

外科学会関西地方会,(昭53.6)

佐藤新太郎,伊藤元彦 :転移性肺腺癌の一例,日本臨床細胞学会,(昭53.7)

西本 孝,倉田普彦,中島広明,他5名 :急速な進展を呈した肺癌の-症例,第29回日本肺癌学会関西支部会,

(昭53.7)

宮本茂充,畠中陸郎,松原義人,宮本好博,桑原正喜,ニッ矢義一,二宮和子,船津武志,池田貞雄,高橋清

之 :肺内転移巣のみられた高令者肺癌の一切除例,第19回肺癌学会関西支部会,(昭53.7)

宮本好博,宮本茂充,桑原正喜,ニッ矢義一,二宮和子,松原義人,畠中陸郡,船津武志,池田貞雄 :肺癌に

対する部分切除例の検討,第29回日本肺癌学会関西支部会,(昭53.7)

人見滋樹,鈴木孝世,レシャード･カレット,前里和夫,玉田二郎,鈴木庸之,奥田 正 :気管支内 Polyposis

の-手術例,第29回肺癌学会関西支部会,(昭53.7)

立石昭三,中島道郎,浜本康平 :気管狭窄を来たした腫蕩性疾患について,第29回肺癌学会関西支部,(昭53･7)

光岡明夫,高嶋義光,宮林美福,北野司久,外村聖一,伊藤元彦,寺松 孝 :原発性肺癌 (扇平上皮癌)に対

するBleomycin-Mitomycin療法の試み,第29回日本肺癌学会関西支部会,(昭53.7)

青木 稔,玉田二郎,長瀬千秋,伊藤元彦,寺松 孝 :肺小細胞癌の組織学的細分類と予後,第29回日本肺癌

学会関西支部会,(昭53.7)

北野司久 :罪-回国際肺癌学会に出席して,特別報告,第29回日本肺癌学会関西支部会,(昭53.7)

北野司久,高嶋義光,光岡明夫,宮林美福 :転移性肺癌に対するⅤ-MTX-CF療法の試み,第29回日本肺癌学

会関西支部会,(昭53.7)

岡部 学,岡本交二,宮本 覚,西内 素,中村隆澄,山家 武,立道 清,庄村東洋,吉栖正之,宮本 武,

石原享介,玉木長点,児玉-司,波多 信,岩崎博信,梅田文一,山田栄一,中井 準 :縦隔小細胞性未分化癌

と考えられる症例,第29回日本肺癌学会関西支部会,(昭53.7)

北野司久,高嶋義光,光岡明名,宮林美福 :心疾患を3年間疑われていた縦隔腰湯の-治験例,奈良呼吸器疾

患研究会,(昭53.7)

北野司久,高嶋義光,光岡明夫,宮林美福 :ブラ感染を初発症状とした肺癌症例,奈良呼吸器疾患研究会,(昭

53.7)

岡田英彦,倉田昌彦,西本 孝,中島広明,本田裕宏 :再発乳癌の組織学的検討,第28回乳癌研究会,(昭53.

7)

北野司久,高嶋義光,光岡明夫,杉山正敏,青木 稔,長瀬千秋 :Nu-マウスを用いる制癌剤感受性試験検査

法 (第 2幸齢 Endoxanを中心にして,制癌剤適応研究会,(昭53.8)

加藤 譲,井村裕夫,

会総会,(昭53.8)

池田貞雄,松原義人,

第37回日本癌学会総会,

松原義人,桑原正喜,

桑原正喜,松原義人,

(昭53.8)

松原義人,桑原正喜,

倉田昌彦 :ヒト乳癌組織の核内離離エストロゲンレセプターについて,第37回日本癌学

桑原正喜 :肺癌組織中の腫癌特異抗原の検索 ･同一試料より独出した TS抗原と CEA,

(昭53.8)

池田貞雄 :肺癌患者における CEA測定 (第3幸田,第37回日本癌学会総会,(昭53.8)

池田貞雄 :腫癌特異抗原によるリンパ球幼若化反応と皮内反応,第37回日本癌学会総会

二宮和子,ニッ矢義一-,畠中陸部,宮本好博,宮本茂充,船津武志,池田貞雄 :肺癌患

者における血清 CEA測定の意義,第19回日本肺癌学会総会
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桑原正喜,宮本好博,宮本茂充,ニッ矢義一,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :肺癌患

者におけるPPD･PHA皮内反応,第19回日本肺癌学会総会,(昭53.8)

二宮和子,池田貞雄,官本茂充,宮本好博,桑原正喜,ニッ矢義一,畠中陸郡,松原義人,船津武志,宝木

仁,倉田昌彦 :末期肺癌の癌性疾病への対策,第19回日本肺癌学会総会,(昭53･8)

北野司久,高嶋義光,光岡明夫,宮林美福,青木 稔,長瀬千秋 :肺癌の補助診断としての CEAの問題点,罪

19回日本肺癌学会総会,(昭53.8)

藤田正憲,基本 仁,倉田昌彦,岡田英彦,西本 孝,中島広明,谷川敬一郎 :高令者肺癌の診断,治療とその

関連因子,第19回日本肺癌学会総会,(昭53.8)

高嶋義光,光岡明夫,北野司久,青木 稔,長瀬千秋,伊藤元彦,寺松 孝 :免疫化学療法 (4)免疫賦括剤の

血中リンパ球に対するinvitroにおける刺激効果,第19回日本肺癌学会総会,(昭53･8)

青木 稔,長瀬千秋,伊藤元彦,寺松 孝 :組織亜型からみた肺小細胞癌の治療成績,第19回日本肺癌学会総

会,(昭53.9)

松延政一,和田洋巳,伊藤元彦,寺松 孝,他一名 :肺癌診断とCT,第19回日本肺癌学会総会,(昭53･9)

玉田二郎,伊藤元彦,寺松 孝,カレッド･レシヤード,前里和夫,人見滋樹 :原発性肺癌における放射線療

法後の啄血死,第19回日本肺癌学会総会,(昭53.9)

和田洋巳,松延政一,伊藤元彦,外相聖一,寺松 孝 :免疫アジュバントOK-432の基礎的臨床的評価,第19

回日本肺癌学会総会,(昭53.9)

伊藤元彦 :肺癌に対する1imitedoperation,第19回日本肺癌学会総会シンポジウム,(昭53.9)

中細誠也,小林君美,井口律子,松村理司,山中 晃 :縦隔腫癌手術45症例についての検討,第14回中部外科

学会総会,(昭53.9)

北野司久,高嶋義光,光岡明夫,青木 稔,長瀬千秋 :担癌生体の免疫反応 (4)MarkerとしてのT･A･A･の

意義について,日本癌治療学会,(昭53.9)

杉山正敏,高嶋義光,光岡明夫,北野司久,長瀬千秋 :Nu-マウス移植人肺癌を用いた実験的化学療法 (第一

幸釘,第19回日本肺癌学会,(昭53.9)

桐林憲司,長瀬千秋,和田洋巳,伊藤元彦 :外科からみた腫痔の concomitantimmunityに関する研究,第16

回日本癌治療学会,(昭53.10)

佐藤新太郎 :肺結核によく似た肺癌2例,京都医学会,(昭53.9)

長瀬千秋 :シンポジウム ｢癌化学療法の問題点｣発言 "感受性試験の問題点ク,第16回 日本癌治療学会総会,

(昭53.9)

畠中陸郎 :肺癌 (CEA)について,伏見医師会学術講演会,(昭53.9)

青木 稔,玉田二郎,長瀬千秋,和田洋巳,加藤弘文,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝 :胸壁腺癌自験例の検討,

第31回日本胸部外科学会総会,(昭53.10)

松原義人,船津武志,畠中陸郎,桑原正喜,ニッ矢義一,宮本好博,二宮和子,池田貞雄,甲斐隆義 :肺癌外

科療法によるN-因子 縦隔鏡検査からの検討,第31回日本胸部外科学会総会シンポジウム,(昭53･10)

宮本好博,官本茂充,桑原正喜,ニッ矢義一,松原義人,二宮和子,畠中陸郎,船津武志,池田貞雄 :肺結核

に合併した肺癌,第31回日本胸部外科学会総会,(昭53.10)

北野司久,高嶋義光,光岡明夫,宮林美福 :肺癌の外科療法におけるマーカーとしての CEA の臨床的意義に

ついて,日本胸部外科学会総会,(昭53.10)

加藤弘文,玉田二郎,長瀬千秋,和田洋巳,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝 :転移性肺腫癌の外科治療,第31

回日本胸部外科学会総会,(昭53.10)

北野司久 :癌免疫の理論と実際,特別講演,日本口腔外科学会近畿地方会,(昭53.10)

佐藤新太郎,安淵義男 :発生前後から観察することの出来た肺の扇平上皮癌, 国立病院療養所総合医学会,

(昭53.10)

伊藤元彦 :亜型別にみた腺癌の手術成績,厚生省がん研究服部班班会議,(昭53.ll)

.伊藤元彦 :肺癌手術におけるOK-432の併用効果,厚生省がん研究服部班班会議,(昭53.ll)
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寺松 孝 :53年度肺癌集検報告,厚生省がん研究成毛班班会議,(昭53.ll)

人見滋樹 :肺癌の内視鏡診断,大阪医師会学術講演会,大阪から肺がんをなくす会,第53年度研究助成会受賞

記念報告会,(昭53.ll)

北野司久 :Nu-マウスを用いた制癌剤感受性テスト-標的細胞として 工ノP12細胞を用いた場合,厚生省姓研究,

下里班斑会議,(昭53.ll)

高嶋義光,光岡明夫,宮林美福,北野司久 :交通事故で発見された肺癌 2例,奈良呼吸器疾患研究会,(昭53.

ll)

松延政一,和田洋巳,外村政一,寺松 孝,伊藤元彦 :コンピューター断層 (CT)の肺癌診断への応用,第16

回日本社会保険医学会,(昭53.ll)

和田洋巳,松延政一,外村聖一,寺松 孝 :癌と免疫療法一溶連菌製剤 OK-432の検討,第16回日本社会保険

医学会,(昭53.ll)

宮本 覚,西内 素,中村隆澄,山家 武,立道 活,庄村東洋,吉栖正之,波多 信,黒国 昭,石原享介,

岩崎博信,梅田文一,山田栄一,中井 準 :同一部に癌病巣と結核病巣が混在した肺癌の-症例,第12回兵庫県

肺癌懇話会,(昭53.ll)

岡田英彦,倉田昌彦,中島広明,本田裕宏 :乳癌組織所見と予後との関連について,第124回近畿外科学会,

(昭53.ll)

光岡明夫,高嶋義光,宮林美福,北野司久 :術前に診断された縦隔膜疫の3症例-CTスキャンの意義と限界,

第124回近畿外科学会,(昭53.ll)

宮本茂充,池田貞雄,宮本好博,桑原正喜,ニッ矢義一,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志 :肺癌患

者におけるACTH と 叶 Antitrypsin,第44回日本結核病学会近畿地方会,第14回胸部疾患学会近畿地方会,(昭

53.ll)

松原義人,池田貞雄,桑原正喜,宮本好博,宮本茂充,ニッ矢義一,畠中陸郎,二宮和子,船津武志 :縦隔リ

ンパ節における腫療特異抗体の検索,第44回日本結核病学会近畿地方会,第14回日本胸部疾患学会近畿地方会,

(昭53.ll)

伊東政敏,大本一夫,辰巳明利,坂東義清,茂幾俊武,重康牧夫 :肺癌 (早期肺癌を含む)の臨床的検討,節

53国中回四国外科学会,(昭53.ll)

伊東政敏,大本一夫,坂東義清,福中道男,茂幾俊武 :肺癌外科治療の経験一免疫療法との併用-,第 2回岡

山癌免疫化学療法研究会,(昭53.12)

2. 結 核

生嶋宏彦 :結核性膿胸の治療,特に開放療法の適応,第53回日本結核病学会総会,(昭53.4)

和田洋巳,松延政一,山本博昭,寺松 孝 :膿胸治療における治療目標点に関する再検討,第53回日本結核病

学会総会,(昭53.4)

安淵義男 :印象的な肺結核の1例,滋賀県医師会

Yamamoto,H.andMatsutani,Y∴ CaverllOStOmy:AlocalsurglCaltecIlniqueforthetreatmentorpulmonary

tuberculosis.XIIIWorldCongressonDisease:softheChest(53,7)

3. 胸 腺 ･免 疫

高嶋義光,光岡明夫,宮林美福,北野司久 :六才児にみられた Thymicllyperplasiaの-治療例,第123回近畿

外科学会,(昭53.6)

H.Wada,S.MatsunobeandT.Teramatsu: T-Bsubpopulationsinmyastheniagravisandnormalthymus･

ⅩⅠⅠIWorldCongressonDiseasesoftheChest.(53,7)

和田洋巳,松延政一,伊藤元彦,寺松 孝 :白験胸腺腫例の再検討一病理学的側面を中心として-第31回日本

胸部外科学会総会,(昭53.10)

倉田昌彦,岡田英彦,中島広明,西本 孝,西谷 裕,松谷之義 :重症筋無力症における胸腺腫摘出手術,罪
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31回日本胸部外科学会総会,(昭53.10)

住友伸一,和田洋巳,千原幸司,伊藤元彦,寺松 孝 :浸潤傾向を示す胸腺腫の治療経験,第124回近畿外科

学会,(昭53.ll)

森川 茂,冨山俊一,光岡明夫,原田孝之,鈴木幸雄,井上勝美 :HelperT細胞と遅延型アレルギーにおけ

る抗原特異的 suppressorT細胞の異同について,第8回日本免疫学会総会,(昭53.ll)

光岡明夫,伊藤元彦,寺松 孝,馬場満男,中田利一,森川 茂 :ビール酵母細胞壁成分の細胞性免疫増強効

莱,第8回日本免疫学会総会,(昭53.ll)

Y･MatsutaniandH･Yamamoto: Enbryologicalstudyonabberantthymus-thelimitationofsurglCaltreat･

mentformyastheniagravis･ⅩⅠⅠIWorldCongressonDiseasesonftheChest(53,7)

4. 人 工 材 料

寺松 孝 :当部門における医用高分子材料に関する研究,胸部研学術講演会,(昭53.1)

官本好博,加藤弘文,清水慶彦,日野常稔,岡村誠三 :コラーゲン合成高分子複合体を用いた人工気管の研究,

第78回日本外科学会総会,(昭53.4)

加藤弘文,松延政一,清水慶彦,寺松 孝,他 2名 :新医用材料ポバール ･シリカ複合体 (第一報),抗血栓

性材料としての基礎的検討第78回日本外科学会総会,(昭53.4)

清水慶彦 :矯正再建外科に使用しうる軟性人工医用材,第21回日本胸部外科学会関西地方会シンポジウム,(昭

53.6)

T･Teramatsu,H･Yamamoto,Y･Shimizu,R･Abe,IL Kato,Y･Miyamoto,S･Matsunobe: Reconstructive

surgeryofthetracheaandもronchialtreewitharti丘cialbiomaterials･ⅩⅠⅠIWorldCongressonDiseaseofthe

Chest(53,7)

T･TeramatsuJY･Sbimizu〉H･KatoandY･Miyamaoto: Physiologicalfunctionoftracheaafterreconstructive

trachealsurgeryusingartificialmaterials.I･WorldCongressonBronchoscopy(53.7)

清水慶彦,日野常稔 :生体とポリマーの接触界面の諸問題,文部省特定研究医用高分子材料に関する基礎的研

究第3回全体会議,(昭53.7)

加藤弘文,松延政一,清水慶彦,寺松 孝,他 2名 :新医用材料 polyvinyl.alcohol-si】ica複合体 (第 2報)級

織適合性について,第16回日本人工臓器学会大会,(昭53.9)

渡部 智,清水慶彦,寺松 孝,他3名 :ウロキナーゼ固定化-コラーゲン被覆合成高分子について,第16回

日本人工臓器学会大会,(昭53.9)

松本守海,山本博昭,清水慶彦,加藤弘文,宮本好博,寺松 孝,日野常稔,岡村誠三,柴田 - :人工材料

による胸壁,横隔膜,心膜などの欠損部補填に関する研究,第16回日本人工臓器学会大会,(昭53･9)

宮本好博,加藤弘文,清水慶彦,寺松 孝,日野常稔,岡村誠三 :コラーゲン合成高分子複合体を用いた人工

気管の研究 (第2報),第16回日本人工臓器学会大会,(昭53.9)

寺松 孝 :"Reconstructionofthetracheawithasilconeprosthesis"特別発言,第31回日本胸部外科学会総会,

(昭53.10)

松本守海,山本博昭,松谷之義,青木 稔 :膿胸陸縮少法の検討および人工材料による胸壁欠損補填に関する

研究,第27回共済医学会総会,(昭53.10)

5. 心 血 管

庄村東洋,岡部 学,岡本交二,宮本 覚,西内 素,中村隆澄,山家 武,吉栖正之,柳原陪二,加藤 洋,

大脇 巌,吉川純一,深谷 隆,富田安彦,馬場国蔵 :左心機能からみた大動脈弁膜疾患に対する手術適応なら

びに時期決定に関する検討,第42回日本循環器学会総会,(昭53.3)

馬場国蔵,深谷 隆,富田安彦,庄村東洋,吉栖正之 :小児期各種心疾患における左室拡張期能,-Stress,

Compliance,Stiffnessconstantおよび Elasticstiffness-,第42回日本循環器学会総会,(昭53.3)
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田村康一,秋山文弥,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,

107回静岡県外科医全集談会,(昭53.3)

中村隆澄,岡本交二,岡部 学,柳井映二,官本 覚,

および IABP後に施行した心筋硬基に対する外科治療,

宮本 覚,岡部 学,岡本交二,西内 素,中村隆澄,

心疲治療上の問題点,第8回日本心臓血管外科学会総会,

山家 武,岡部 学,岡本交二,宮本 覚,西内 素,
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他一名 :当院に於ける虚血性心疾患手術例の検討,節

西内 素,山家 武,庄村東洋,吉栖正之 :IABP中

第78回日本外科学会総会,(昭53.4)

山家 武,庄村東洋,吉栖正之 :PDAを伴う先天性

(昭53.5)

中村隆澄,庄村東洋,吉栖正之 :Porcinexenograftに

よる弁置換の成績,特に術後血行動態的検討,第8回日本心臓血管外科学会総会,(昭53.5)

庄村東洋,岡部 学,岡本交二,宮本 覚,西内 素,中村隆澄,山家 武,吉栖正之 :心筋硬塞及びその合

併症に対する手術一心室矯切除術の効果と予後について,第8回日本心臓血管外科学会総会,(昭53.5)

中納誠也,小林君美,井口律子,松村理司,山中 晃 :人工弁置換術後の外来管理に対する検討,第90回岐阜

外科笑談会,(昭53.5)

田村康一,秋山文弥,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,他五名 :当院に於ける虚血性心疾患手術症例の検討,

第45回日本循環器学会東海地方会,(昭53.6)

中村隆澄,岡本交二,岡部 学,宮本 覚,西内 素,山家 武,立道 清,庄村東洋,吉栖正之 :心室中隔

穿孔を合併した心筋硬塞に対する急性期外科治療,第21回日本胸部外科学会関西地方会,(昭53.6)

官本 覚,岡本交二,岡部 学,西内 素,中村隆澄,山家 武,立道 清,庄村東洋,吉栖正之 :後術 Over

pacing下 IABPが奏効した重症連合弁膜症の-治験例,第21回日本胸部外科学会関西地方会,(昭53.6)

西内 素,岡部 学,岡本交二,宮本 覚,中村隆澄,山家 武,立道 清,庄村東洋,吉栖正之 :関心術後

患者管理における EVR と MSERの意義,第21回日本胸部外科学会関西地方会,(昭53.6)

山家 武,岡部 学,岡本交二,官本 覚,西内 素,中村隆澄,立道 清,庄村東洋,吉栖正之 :長時間体

外循環に伴う末梢血管抵抗上昇に対する対策,第21回日本胸部外科学会関西地方会,(昭53.6)

岡本交二,岡部 学,宮本 覚,西内 素,中村隆澄,山家 武,立道 清,庄村東洋,吉栖正之 :Discrete

型大動脈弁下狭窄症の-治験例,第21回日本胸部外科学会関西地方会,(昭53･6)

高塚勝哉,加藤 洋,柳原暗二,大脇 嶺,奥町富久丸,高木義博,披多 信,児玉-司,吉川純一,馬場国

蔵,富田安彦,深谷 隆,庄村東洋,吉栖正之 :肺動脈弁症賛2例の超音波所見,第45回日本循環器学会近畿地

方会総会,(昭53･6)

児玉-司,高塚勝裁,披多 信,大脇 嶺,加藤 洋,柳原略二,奥町富久丸,高木義博,吉川純一,庄村東

荏,吉栖正之 :左房圧迫性縦隔洞腫癌の超音波像,左房内腔癌との鑑別上の問題点について,第45回日本循環器

学会近畿地方会,(昭53･6)

披多 信,児玉-司,高塚勝我,高木義博,奥町冨久丸,柳原胎二,加藤 洋,大脇 嶺,吉川純一,庄村東

洋,吉栖正之 :異型狭心症の臨床像および冠動脈造影像について,第45回日本循環器学会,(昭53･6)

伊東政敏,茂幾俊武,坂東義清,辰巳明利,大本一夫,田中陸男 :動脈管開存症合併 L､疾患の手術経験,第21

回日本胸部外科学会関西地方会,(昭53･6)

ToyoShomura,SatoruMiyamoto,SunaoNishiuchilTakasumi ,Nakamura,Takeshi,Yamaga)Masayuki,

Yoshizumi: Intra-AorticBalloonPumplngand SurgeryforCardiogenicShock,ⅩⅠⅠIWorldCongresson

DiseasesoftheChest(1978,7)

泰江弘文,表 信吾,田中 暁,秋山文弥 :CoronaryArterialSpasm andAnginalAttacklnducedbyHyper-

ventilation,ⅩIIIWorldCongressonDiseasesoftheChest,(1978,.7)

佐々木 功,水野春雄,石橋 貢,普久原朝政,秋山文弥 :肥大性閉塞性心筋尖 8例一日験 8例の臨床を中心と

して,第14回日本小児循環器研究会総会,(昭53.7)

田村康一,秋山文弥,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎 :ExtracardiacCondiutを用いた総動脈幹症の手術治

験例,第109回静岡県外科医会笑談会,(昭53･9)

上野陽一郎,秋山文弥,篠崎 拓,島本光臣,田村康一 :Anuloaorticectasiaに対する Bentall手術の-治療

例,日本循環器学会第46回東海 ･第13回北陸合同地方総会,(昭53･10)
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小林君美,井口律子,中納誠也,松村理司,山中 晃,森 厚,他一名 :人工弁置換術後の外来管理に対する

検討,第33回国立病院療養所総合医学会,(昭53.10)

篠崎 拓,秋山文弥,島本光臣,田村康一,上野陽一郎 :僧帽弁狭窄症手術439例の臨床的検討,第31回日本

胸部外科学会総会,(昭53.10)

島本光臣,秋山文弥,篠崎 拓,田村康一,上野陽一郎 :ColdCardioplegiaの臨床的検討,第31回日本胸部

外科学会総会,(昭53.10)

山家 武,岡部 学,岡本交二,宮本 覚,西内 素,中村隆澄,立道 清,庄村東洋,吉栖正之 :心筋硬

後の合併症に対する手術,特に手術適応とその時期についての考察,第31回日本胸部外科学会総会,(昭53.10)

西内 素,岡部 学,岡本交二,宮本 覚,中村隆澄,山家 武,立道 清,庄村東洋,吉栖正之 :僧帽弁膜

症術後急性期における,ⅠJOWCardiacOutputSyndromeの発生,第31回日本胸部外科学会総会 (昭53.10)

庄村東洋,岡部 学,岡本交二,宮本 覚,西内 素,中村隆澄,山家 武,立道 清,吉栖正之 :Mistral

Complexの形態と手術成績からみた僧帽弁輪形成術の再検討,第31回日本胸部外科学会総会,(昭53.10)

中村隆澄,岡本交二,岡部 学,宮本 覚,西内 素,山家 武,立道 清,庄村東洋,吉栖正之 :基礎的研

究ならびに臨床成積からみたintraaorticpumpingの適応と限界,第31回日本胸部外科学会総会,(昭53.10)

宮本 覚,岡部 学,岡本交二,西内 素,中村隆澄,山家 武,立道 清,庄村東洋,吉栖正之,馬場国蔵,

深谷 隆,冨田安彦 :仝肺静脈還流異常症の外科治療,特に術後患者管理の問題点,第31回日本胸部外科学会総

会,(昭53.10)

官本 覚,西内 素,山家 武,中村隆澄,立道 清,庄村東洋,吉栖正之 :高度肺高血圧を伴う心室中隔欠

損の根治術遠隔期における心機能,第31回日本胸部外科学会総会,(昭53.10)

立道 清,岡部 学,岡本交二,宮本 覚,西内 素,中村隆澄,山家 武,庄村東洋,吉栖正之 :腹部大動

脈屑破裂に対する胸部下行大動脈遮断の有用性について,第124回近畿外科学会,(昭53.ll)

茂幾俊武,大本一夫,辰巳一夫,坂東義清,伊東政敏,内田発三 :血管外科 1年の経験,日本循環器学会中国

四国地方会,第33回総会,(昭53.ll)

岡部 学,田中孝二,岡本交二,宮本 覚,西内 素,中村隆澄,山家 武,立道 清,庄村東洋,吉栖正之

:肺動脈弁症資に基づく肺動静弁開鎖不全症を伴った高位心室中隔欠損症の-治験例,第46回日本循還器学会近

畿地方会総会,(昭53.12)

中村隆澄,田中孝二,岡本交二 .岡部 学,宮本 覚,西内 素,山家 武,立道 清,庄村東洋,吉栖正之,

深谷 隆,冨田安彦,馬場国蔵 :Krentzer手術の一例,第46回日本循環器学会近畿地方会,(昭53.12)

宮本 覚,岡部 学,岡本交二,西内 素,中村隆澄,山家 武,立道 清,庄村東洋,吉栖正之,深谷 隆,

冨田安彦,馬場国蔵 :ファロー四徴症を合併した総肺静脈還流異常症の-治験例,第46回日本循環器学会近畿地

方会,(昭53.12)

倉田昌彦,他7名 :左冠動脈口狭窄を認めた高安動脈炎の1例,第46回日本循環器学会近畿地方会,(昭53.12)

6. -般胸部疾患,その他

人見滋樹 :肺の基本構築,門真市医師会胸部レントゲン読影講演会,(昭53.1)

酒井雅子,立石昭三,浜本康平,他 :小児肺嚢胞症について,第306回小児科学会京都地方会,(昭53.2)

人見滋樹 :無気肺陰影,門真市医師会胸部レントゲン読影講演会,(昭53.2)

中島道郎,立石昭三 :外傷性呼吸困難症の治療経験,第3回京都救急医療研究究会,(昭53.2)

前里和夫,人見滋樹,玉田二郎 :びまん性陰影を呈した進行性全身性強皮症の1例,第 2回びまん性肺疾患研

究会,(昭53.2)

人見滋樹 :空洞陰影,門真市医師会胸部レントゲン読影講演会,(昭53.3)

坂東義清,大本一夫,辰巳明利,茂幾俊武,伊東政敏 :啄血を来たした1例,第11回岡山胸部疾患懇話会,

(昭53.2)

辰巳明利,大本一夫,坂東義清,茂幾俊武,伊東政敏 :Morgagni孔ヘルニアの1治験例,第75回岡山外科会,

(昭53.2)
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寺松 孝 :胸部開胸法,第10回手術技研究会,(昭53.4)

桑原正喜,宮本茂充,宮本好博,ニッ矢義一,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :高令薯

自然気胸の治療,第18回日本胸部疾患学会総会,(昭53.4)

伊藤元彦,長渦千秋,光岡明夫,青木 稔,永田明義 :酵素組織化学的所見からみた気管支腺の機能と構造,

第18回日本胸部疾患学会,(昭53.4)

玉田二郎,前里和夫,人見滋樹 :胸水糖値の決定因子,第18回日本胸部疾患学会,(昭53.4)

立石昭三,浜本康平,他 :気管支動脈栓塞の手技と適応,第18回胸部疾患学会総会,(昭53.4)

土屋和之,岡田慶夫,淡河秀光,興相直志,藤岡満喜夫 :肺胞刷子細胞の機能と構造について,第18国日本胸

部疾患学会総会,(昭53･4)

人見滋樹 :気胸様陰影,門真医師会胸部レントゲン読影講演会,(昭53.4)

人見滋樹 :円形陰影,門真医師会胸部レントゲン読影講演会,(昭53･5)

前里和夫,玉田二郎,カレッド･レシャード,人見滋樹 :側頚嚢胞の1治験例,第123回近畿外科学会,し昭53･

6)

加藤弘文,長瀬千秋,和田洋己,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝 :小児胸部疾患に対する外科治療の経験,罪

123回近畿外科学会,(昭53.6)

和田洋巳,松延政一,寺松 孝,外村聖- :自然気胸治療に於けるW-バルブドレナージチューブの使用経験,

第123回近畿外科学会,(昭53･5)

桑原正喜,宮本茂充,宮本好博,ニッ矢義一,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :両性気

胸33例の臨床的検討,第123回近畿外科学会,(昭53･6)

阿部弘毅,立石昭三,浜本康平,他 :右鎖骨下動脈癖の-治験例,第21回胸部外科関西地方会,(昭53.6)

秋山文弥 :シンポジウム,胸廓に於ける矯王 ･再建手術一漏斗胸手術の全国調査及び腹直筋有茎性胸骨翻転法

の成績と術式に就いて,第21回日本胸部外科学会関西地方会,(昭53･6)

大本一夫,辰巳明利,坂東義清,茂幾俊武,伊東政敏,重康牧夫 :Bourneville-Pringle母斑症に合併した自然

気胸の手術例,第21回日本胸部外科学会関西地方会,(昭53･6)

茂幾俊武,大本一夫,辰巳明利,坂東義清,伊東政敏 :非破裂性巨大肺嚢胞の治療について,第76回岡山外科

会,(昭53.6)

宮本好博,桑原正喜,ニッ矢義一,宮本茂充,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :肺クリ

プ トコッカス･-1自験例と文献的考察,第21回日本胸部外科学会関西地方会,(昭53.6)

ニッ矢義一,官本好博,桑原正喜,宮本茂充,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :血気胸

11例の臨床的検討,第21回日本胸部外科学会関西地方会,(昭53･6)

和田洋巳,松延政一,外相聖-,寺松 孝 :-側肺野を占める神経原性腫痔の診断と治療,第21回日本胸部外

科学会関西地方会,(昭53･6)

立石昭三,浜本康平,他 :食道 ･気管支湊の手術について,第21回胸部外科学会関西地方会,(昭53.6)

中島道部,立石昭三,浜本康平,他 :血気胸の対策について,第20回近畿救急医療研究会,(昭53.8)

畠中陸郎 :白然気胸の治療,西京医師会学術講演会,(昭53.6)

土屋和之,藤岡満善夫,興相直志 :肺胞刷子細胞の超徴形態学的研究,第34回日本電子田倣鏡学会学術講演会,

(昭53.6)

人見滋樹 :縦隔陰影の読み方,門真市医師会胸部レントゲン読影講演会,(昭53.6)

Ito,M.,NagaseC.,Mitsuoka,A･,Aoki,M.andNagata,A･: Studiesonthestructureandfunctionofthe

bronchialgland-Signi丘canceofthebronchialglandasalocaldefensemechanism-ⅩIIIWorldCongresson

DiseaseoftheChest(53,7)

K.Hijiya,Y･Okada,andT･Teramatsu‥ MorphologlCandliiochemicalStudyoftheRatLllngafterRepeated

InjectionsofBleomycinSulfate･XIIIWIC･D･C･Kyoto(53,7)

Hitomi,S･,Ikeda)S･)Kahi,T･andFunatsulT･: DiagnosticValueofContrastThoracograhphy･ XIII
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W･C･D･C.Kyoto(53,7)

MasayoshiKuwabara,Sadaolkeda,YoshitoMatsubara: ManagementorSpontaneousPneumotllOraX･ ⅩⅠⅠI

W･C･D･C.Kyoto(53,7)

Hitomi,S.,andTeramatsu,T.: Indicationsandlimitation.qoftransbronchoscopiclungbiopsy,especialyfor

thedefinitivediagnosisofdisseminatedshadow･ TheFirstWorldCongressonBronchoscopy)PanelDiscussionl

Japan(53,7)

人見滋樹 :びまん性肺疾患,門真市医師会胸部レントゲン読影講演会,(昭53･7)

K.Hijiya: UltrastructureandDerivationofthealveolarbrushcell. 9th InternationalCongressonElectron

MiぐrOSCOpy.(53,8)

人見滋樹 :肺疾患の内視鏡診断,門真市医師会胸部レントゲン読影講演会,(昭53.8)

土屋和之,岡田慶夫,藤岡清書夫,淡河秀光,興椙直志 :肺胞毛細血管の機能と構造について,日本臨床電子

顕微鏡学会総会,(昭53.9)

土屋和之 :"肺胞刷子細胞とB型肺胞上皮の関連性O,間質性肺炎, シンポジウム "B型肺胞上皮をめぐる諸

問題〝第12回FLDシンポジウム,(昭53.9)

青木 稔,伊藤元彦,平井圭一 :Peroxidase活性を指標としたラット気管腺の分化誘導過程,第19回日本組織

化学会,(昭53.10)

玉田二郎,寺松 孝 :白然気胸例の呈示,第4回京都救急医療研究会,(昭53.10)

玉田二郎 :術後肺合併症に対する気管支鏡の応用,第8回近幾気管支鏡懇話会,(昭53.10)

大本一夫,辰巳明利,坂東義清,茂幾俊武,伊東政敏,重康牧夫 :自然気胸を繰返した1例,第12回岡山胸部

疾患懇話会,(昭53.9)

桑原正喜,畠中陸郎,池田貞雄,宮本茂充,宮本好博,ニッ矢義一,松原義人,二宮和子,船津武志 :自然気

胸の治療-229例の臨床的検討,第31回日本胸部外科学会総会,(昭53.10)

玉田二郎,カレッド･レシャード,前里和夫,人見滋樹 :特発性気胸の治療-チューブドレナージ法を中心に,

第31回日本胸部外科学会総会パネルディスカッション,(昭53.10)

中納誠也,小林君美,井上律子,松村理司,山中 晃 :縦隔 ･肺疾患における縦隔鏡検査の応用価値に対する

検討,第31回日本胸部外科学会総会,(昭53.10)

池田貞雄 :呼吸不全について,東山医師会学術講演会,(昭53.10)

土屋和之,岡田慶夫,池田正尚,田中歳郎 :肺胞毛細血管の構築および透過性について,第19回日本脈管学会

総会,(昭53.10)

山本博昭,松谷之義,青木 稔,松本守海 :自然気胸の外科的治療,第27回共済医学会総会,(昭53.10)

立花時夫,人見滋樹,他 3名 :過敏性肺臓炎の家族発生例,第14回日本胸部疾患学会近畿地方会,(昭53.ll)

カレッド･レシャード,前里和夫,人見滋樹 :自然気胸や胸膜炎に対する胸膜癒着術の効果判定のための胸腔

造影影法の意義,第14回日本胸部疾患学会近畿地方会,(昭53.ll)

人見滋樹,前里和夫,カレッド･レシャード,立花時夫 :びまん性肺疾患に対する TBLBの問題点,第14回

日本胸部疾患学会近畿地方会,(昭53.ll)

中島道郡,立石昭三,浜本康平,桐林憲治,他 :突然急死した慢性 リューマチ肺の1例,第14回日本胸部疾患

近畿地方会,(昭53.ll)

宮本好博,宮本茂充,ニッ矢義一,桑原正喜,二宮和子,松原義人,畠中陸邸,船津武志,池田貞雄 :原発性

肺クリプ トコッカス症の2切除例,第44回日本結核病学会,第14回日本胸部疾患学会近畿地方会,(昭53.ll)

桑原正喜,ニッ矢義一,宮本好博,宮本茂充,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :巨大肺

嚢胞症の治療,第44回日本結核病学会,第14回日本胸部疾患学会近畿地方会,(昭53.ll)

福中道男,大本一夫,坂東義清,茂幾俊武,伊東政敏 :漏斗胸の手術経験,第77回岡山外科会,(昭53.ll)

ニッ矢義一,宮本茂充,宮本好博,桑原正喜,松原義人,畠中陸郎,船津武志,池田貞雄,二宮和子,若林陽

夫 :食道平滑筋腫の3例,第124回近畿外科学会,(昭53.ll)

桑原正喜,宮本好博,宮本茂充,ニッ矢義一,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :巨大肺
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嚢胞症に対する経皮嚢胞内視鏡,第124回近畿外科学会,(53.ll)

山家 武,岡 部学,岡本交二,宮本 覚,西内 素,中村隆澄,立道 清,庄村東洋,吉栖正之 :両側巨大

ブラに対する同時開胸手術の検討,第124回近畿外科学会,(昭53.ll)

中島広明,岡田英彦,倉田昌彦,室本 仁,藤田正憲 :自然気胸の-イムリッヒ弁による外来通院治療の成績,

第14回日本胸部疾患学会近畿地方会 (京都),(昭53.ll)

藤田正憲,宝本仁,倉田昌彦,岡田英彦,中島広明,田中 寛 :非癌疾患におけるCTの検討,第14回日本胸

部疾患学会近畿地方会,(昭53.ll)

千原幸司,住友伸一,和田洋巳,伊藤元彦,寺松 孝 :Giantlymphnodehyperplasia(Castleman)の1例,

第14回日本胸部疾患学会近畿地方会,(昭53.ll)

玉田二郎,松村理司,加藤弘文,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝 :術後肺合併症に対する Transnasalnexible

bronchoscopy,第14回日本胸部疾患学会近畿地方会,(昭53.ll)

前里和夫,カレッド･レシャード,人見滋樹 :術後無気肺に対する2,3の対処法,第124回近畿外科学会,

し昭53.ll)

寺松 孝 :肺縦隔手術後のドレナージ,第11回手術手技研究会,(昭53.ll)

上野陽一郎,秋山文弥,篠崎 拓,島本光臣,田村康一 :気管支原性嚢腫の2手術例,第52回日本胸部疾患学

会東海地方会,(昭53･ll)

人見滋樹 :気胸様陰影,門真市医師会胸部レントゲン読影講演会,(昭53.ll)

外村聖一,松村政一,和田洋巳,寺松 孝 :左全胸腔を占める巨大腫痴 (胸膜中皮腫)の診断と加療,第16回

日本社会保険医学会,(昭53.ll)

秋山文弥,篠崎 拓,島本光臣,田村康一,上野陽一郎 :ポーランド症候群6例,第52回日本胸部疾患学会東

海地方会,(昭53.ll)

伊藤元彦 :気管 ･気管支腺の機能と構造-組織化学的所見を中心に,ACCf'日本支部会講演会シンポジウム,

(昭53.12)

人見滋樹 :肺癌,門真市医師会胸部レントゲン読影講演会,(昭53,12)

病 理 学 部 門

〔研 究 業 績〕

1. 肉芽研究グループ (安平他)

結核菌のもつ種々の生物活性の多 くが,その細胞壁の主成分であるロウDにあることが知られてきた｡結核症

の組織学的特徴とされている類上皮細胞肉芽も,ロウDの活性に基 くものであるが,最近ロウDの adjuvant活

性が,そのpeptidoglycan部分に,更に言-ばその muramyldipeptide(MDfり部分に局在することが報ぜられ,

また MDPはラットのリンパ腺に類上皮細胞肉芽を作ることが示された｡そこで我々は, ロウDの peptidogly-

can部分,MDP及びそのanalogs,また MI)P構成分である muramyl-alanine,muramicacid等を使用して,

その肉芽形成活性と共に,抗原性を検討し,肉芽形成機序に関する基礎的見解に到達した｡成績については順次

発表の予定である｡

2. 結合組織研究グループ (竹田他)

イギリスより帰国の浜弘道氏の近畿大学医学部整形外科教室に帰任,本研究所の非常勤講師として協力するこ

とになった｡本学医学部整形外科教室 (山室蓮夫教授)との協同研究は順調に進行中で,真田浩幸,四方実彦,

浜本肇の3君は略実験を終了して臨床に専心し,目下は大学院学生石井正治,清水克時の両君の仕事が進行中で

ある｡同産婦人科大学院学生小笹宏君もこのグループで研究中｡別に本研究所内1より移ってきた細川昌則,大

学院学生となった入野美香両氏が,研究の軸となって活躍中である｡尚東京都養育院整形外科部長五十嵐三都男

氏も非常勤講師として協力している｡
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〔学 会 発 表〕

細川昌則,井上邦雄,竹田俊男 :結合織に関する実験的研究7,変異した 3T6線維芽細胞株の諸特性,特に

そのコラーゲン線維形成に関して,第67回日本病理学会総会 (昭53.4)

竹田俊男,井上邦雄,富士森良輔,浜本 肇,山室隆夫 :結合織に関する実験的研究8,拘縮現象の病態生理,

第67回日本病理学会総会 (昭53.4)

井上邦雄,森口隆彦,山田瑞穂,冨士森良輔,佐山重敏,竹田俊男 :肥厚性癖痕の維維芽細胞にみられた興味

ある形態学的所見について,第21回日本整形外科学会総会 (昭53.4)

浜本肇,上羽康夫,須藤容章,竹田俊男 :Dupuytren拘縮に関する実験的研究,第51回日本整形外科学会総会

(昭53.5)

石井正治,井上邦雄,細川昌則,山室隆夫,竹田俊男 :マウス線維芽細胞の臓器特異性,1)-イドロコーチゾ

ン感受性について,第10回日本結合組織学会総会 (昭53.7)

細川昌則,竹田俊男,石井正治,井上邦雄 :3T6変異細胞株のコラーゲン線維形成について,第10回日本結

合組織学会総会 (昭53.7)

竹田俊男,小笹 宏,富永敏朗,西村敏雄 :マウス頚管 lysyloxidaseとその意義,estrouscycle及び妊娠時の

同酵素活性について,第10回日本結合組織学会総会 (昭53.7)

小笹 宏,富永敏朗,西村敏雄,竹田俊男 :ヒト真皮線維芽細胞の 5α-DHT リセプター及びその細胞効果,

第10回日本結合組織学会総会 (昭53.7)

Hamamoto,H.,Ueba,Y.,Sudo,Y.,Yamamuro,T.andTakeda,T.: Dupurytren'scontructure:morph0-

10gicalandbiochemicalchangesinthepulmaraponeurosis･ ⅩⅠVSICOT)Oct･1978,Kyoto･

佐藤公彦,竹田俊男,佐川弥之助 :パラコート肺における肺胞マクロファージの態度,肺線維症シンポジウム

(昭53.9)

竹田俊男,細川昌則 :変異した3T6線維芽細胞株におけるCollagen線維形成,第30回国立大学付置研究所結

核及び胸部疾患談話会 (昭53.ll)

〔誌 上 発 表〕

Sanada,H.,Shikata,J.,Hamamoto,H･,Ueba,Y･,Yamamuro,T･andTakeda,T･: Changesincollagen
cross-linkingandlysyloxidasebvestrogen･ Biochem･Biophys･Acta541:408-4131978･

3. 免疫グループ (安平他)

島根医科大学-移動した森川グループの残務整理的な仕事が進んでいる｡島根医大-は森川茂,原田孝之,袷

木幸雄の諸告が移り,富山俊一氏は和歌山大耳鼻科に,金沢進氏は科研薬化工研究所大津分室-と,それぞれ古

巣に帰り,大学院生光岡明夫氏は天理病院胸部外科に赴任し,同じく巽英二氏は協同研究を終えて本学内科 Ⅰに

復帰した｡ 尚現在,森川氏の他に,水島裕,熊沢義雄,馬場満男の3氏が非常勤講師として研究に協力中であ

る｡

〔誌 上 発 表〕

原田孝之 :肝ラクトーゼとラクトパーオキシデースの組織内分布に関する免疫組織学的研究,神大医学部紀要

37(2):1977

田鳥政郎,巽 英二,沢田博義,内野治人,森川 茂 :Tリンパ球性白血病細胞株の Tdr活性,医学のあゆ

み 103:862-863,1977

Morikawa,S.,Tatsumi,E.,Baba,M.,Harada,T.andYasuhira,K.: TwoE-rosette-forminglymphoidcell

lines. Int.J.Cancer21:166-170,1978･
Mitsuoka,A.,Teramatsu,T.,Baba,M･Morikawa,S･andYasuhira,K･: Delayedhypersensitivityinmice

inducedbyintravenoussensitizationwithsheeperythrocytes:evidencefortuberculintypedelayedhypersensltlVlty

ofthereaction. Immunology34:363-370,1978･
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4. 化学発癌グループ (高橋他)

助手高橋権也を リーダーに,医員木下和之,大学院生橋本研二,教室主任安平が加ってグル-プを形成してい

る｡橋本は健康不順で前半予定した研究が進まず不調であったが後半進歩が認められた｡高橋のGC-MSによる

化学発癌剤の組織内同定は,3-methylcholanl.hreneに関しては昨秋その原著が Gann誌に発表され,benzo(a)

pyreneに関しては CancerRes･誌にアクセプ トされ, この春発表に至る予定である｡ いづれにしろ生体内発癌

物質がガスマスによって同定,定量されるこの試みは世界に先駆ける研究であって,今後の発展が期待される｡

他に東北大抗研化学療法部渡辺民朗教授を非常勤講師の協力者として迎えている｡

(学 会 発 表〕

木下和之,高橋権也 :新生仔マウスににおける1-hydroxyおよび 2-hydrDⅩy3MCの発癌性,第37回日本癌学

会総会講演 (昭53.8)

高橋権也,木下和之,安平公夫 :ガスクロ質量分析計によるベンツピレン誘導体の検出,第37回日本癌学会総

会講演 (昭53.8)

〔誌 上 発 表〕

高橋権也,鈴木康弘 :GC-MSによる3-メチルコランスレン代謝産物の分離と同定,医用マス研究会講演集第

2巻 73-77,1977.

Takahashi,G.: Macroautoradiographicstudyofthedistributionof14C-dimethylnitrosamineinmiceand

fetuses. Buu.ChestDis.Res.Inst.,KyotoUniv.ll:81185,1978.

Takahashi,G･,Kinoshita,K･andYasuhira,IK･: Macroautoradiographicassaysof14C-labeled.4-nitroqulnOline

l10Xideinadultandfetalmice. Bull.ChestDis.Res.Inst.KyotoUniv.ll:86190,1978.

Takahashi,G.: Separationandidentificationof31methvlcholanthrene-relatedcompoundsby-gaschromat0-

graphy-massspectrometer･Gann69･･437-439,19781

5. 表面活性物質研究グループ (鈴木他)

肺表面活性物質の組成と表面活性との関連ならびに産生調節の機構を明らかにすることが主目的である｡この

ため活性物質のagingに伴う変化又は,実験的脂質代謝異常を誘発したラットの表面活性物質を用い,コレステ

ロールとレシチンの相対的な差異,レシチン分子種の変化による活性-の影響を検討し,レシチン:コレステロ

ール比が表面活性物質の surfacespreadingに大きな影響を有することを明らかにした｡ さらに田畑の行った臓

器中 acylCoA の測定では,肺に関して, そのレシチン分子種とacylCoA との間に密接な関連があることが示

され,レシチン分子種の決定の調節因子の一つとしての acylCoA 濃度の問題が重要であることが示唆された｡

協力者は鈴木康弘 (助手),田畑良宏 (研修員)の他,非常勤講師として東海大医学部内科助教授沢田英夫氏｡

〔学 会 発 表〕

鈴木康弘,田畑良宏,大川軟- :肺表面活性物質におよぼす D-galactosanineの影響(2),第67回日本病理学

会総会 (昭53.4)

田畑良宏,鈴木康弘 :肺および肝臓 のlongchainacylCoA の測定,第 6回日本界面医学会 (昭53.6)

鈴木康弘,田畑良宏,高橋権也 :GC-MSによる各種レシチン分子種の微量定量に関する検討,第 2回医用マ

ス研究会 (昭53･11)

〔誌 上 発 表〕

鈴木康弘,田畑良宏,高橋権也 :GC-MSによる各種レシチン分子種の微量定量に関する検討,医用マス研究

会講演集 3,193-200,1978･

Sudo,M･,Tanioka)K･)MomoiJT･1Akaishi)K･andSuzuki)Y･: Identificationoffattyacidmethylestersin

kidneysandliveroftwopatientswithReye'ssyndrome. C1inicaChimicaActa84:179-184.1978.



- 36- 京大胸部研紀要 第12巻 第 1,2号

Suzuki)Y･JTabata)R･andOhkawa,K･: EffectofD-galactosamine･HClonthepulmonarysurfactantin

tilerat. Exper.Molec.Pathol.28:349-359,1978.

S･L CohenJP･HoJY･SuzukiandF･E･AIspector: Thepreparationofpregnancyurinefわranestrogen

profi1e･ Steroids32:2791293,1978.

SuzukilYリTabata)R･andOhkawalK･: Studiesoffactorsinauenclnglungstability:Biochemicalchanges

ofpulmonarysurfactantandmorphologiCalchangesofterminalairspacesnthedevelopingrat.Japan.J.Exper.

Med.48:345-353,1978.

6. 臨床病理組織学的検査 (木下和之,細川昌則,山根すま子,黒住真史,病理学部門医局)

本年度より臨床検査部が予算化され,久世助教授が着任され,検査技師としても黒住民が加えられ,細胞診の

screenerとしてその優秀な技能を発揮しつつあり,診断医の努力と併せて,病院の要求に近づく熱心さが示され

ている｡しかし病理解剖に関しては,尚剖検者の絶対的の不足が陸路をなして居り,僅かに内Ⅲ北市正則医員他

の熱心さが,夜間の解剖を支えている現状で,将来の改善が期待されねばならない｡

7. 実験介助グループ (松下隆寿,小岸久美子,冨田由美子)

小池は小岸に,奥村は冨田に,それぞれ改姓された他は,実質的な移動はない｡当研究所勤務8年に近い小岸

さんが,此の度やっと定員に組みこまれた｡松下君は実験介助の閑を縫って, 自らのideaで組織染色に関する

小実験を行った｡来年度に誌上発表される予定である｡

細 胞 化 学 部 門

〔学会 ･研究会発表〕

堀内正宏,市川康夫 :組織培養 (軟寒天コローニ法)による白血球の分化,第45回日本組織培養学会シンポジ

ウム,53年6月京都

前田道之,市川康夫 :マウス白血病細胞の増殖と分化 ⅠⅩ･M1細胞の分化に伴うCSFの産生,第37回日本

癌学会総会 (昭53･8)東京

永田和宏,市川康夫 :マウス白血病細胞の増殖と分化 Ⅹ･分化形質の発現とRNA 及び蛋白合成の必要性,

同上学会

堀内正宏,市川康夫 :マウス白血病細胞の増殖と分化 ⅩⅠ･比較としての正常白血球の場合一特に液性因子と

分化決定との関係について,同上学会

平井圭一,永田和宏,前田道之,市川康夫 :マウス白血病細胞の増殖と分化 XlI･細胞内小器管および酵素

活性の変化,同上学会

平井圭一 :Dehydrogenaseと0Ⅹidase,第 3回組織細胞化学講習会,53年10月東京

青木 稔,伊藤元彦,平井圭一 :Peroxidase活性を指標としたラット気管腺の分化誘導過程,第19回日本組織細

胞化学会総会,53年11月岐阜

〔誌 上 発 表〕

市川康夫 :頼粒球 ･マクロファージの分化,代謝 15,137-143,1978･

前田道之 :培養血液細胞の分化,組織培養 4,303-314,1978･

永田和宏 :骨髄性白血病細胞の分化一機構解明への一視点-,化学と生物 16,807-813,1978･

∫.Yodoi,T.Masuda,M･Miyama,M･MaedaandY･Ichikawa: ∫nteractionoflympbocytesandmacrophage

celllinecells(MIcells). Ⅰ.FunctionalmaturationandappearanceofFcreceptorsinMIcells. Cell･Immunol.

39,5-17,1978.



昭和54.3 - 37-

(著 書 〕

平井圭一他 :組織細胞化学の基礎技術と応用,日本組織細胞化学会編,日本メディカルセンター,53年

細 菌 血 清 学

〔学 会 発 表〕

桂義 元,高橋千恵 :接触過敏症感作に伴なって出現する VirusplaqueformingT細胞,第30回国立大学附

置研究所結核および胸部疾患談話会,(昭53.ll)

桂 義元,湊 長博,甲野雄次 :遅延型過敏症におけるウイルス感受性T細胞の役割り,第8回日本免疫学会

総会,(昭53.ll)

細野正道,藤原道夫,川村明義 :免疫寛容誘導に対する抵抗性の発現一加令に伴う抵抗性牌T細胞の出現機構

について,第8回日本免疫学会総会,(昭53.ll)

久原孝俊,細野正道,藤原道夫 :骨髄中の prethymicTlymphocyteprecursorsの免疫寛容誘導性,第8回日

本免疫学会総会,(昭53.ll)

川口 進,比留木武雄,喜納辰夫,村松 繁 :異種赤血球に対する-どの自然抗体,第8回日本免疫学会総会,

(昭53.ll)

〔誌 上 発 表〕

Minato,N･andKatsura,Y.: Virus-replicatingTcellsintheimmuneresponseofmice. II.Characterization

ofTcellscapableofreplicatingvesicularstornatitisvirus.,J.Exp.Med.,148:837,1978.

MinatoタN･andKatsura,Y･: Virus-replicatingTcellsintheimmuneresponseofmice･ IllRoleofvesicular

stomatitisvirus-replicatingTcellsintheantibodyresponse.,J.Exp.Med.,148:850,1978.

Kawaguchi,S･,Kina,T･and Muramatsu,S.: NaturalhemolytlCaCtlVltyOfsnakeserum.Ill. Plaque-

formingcellsinadultandnewly-hatchedsnakes(ElapheQuadrivirgata),DevelopmentalandComparativeImmu-

n.I.gy,2:# 1978.
/})

桂 義元,高沖悠子 :マウス血清を加えた培養液によるマウスリンパ球混合培養,免疫実験操作法,7:2321,

1978

臨 床 肺 生理 学 部 , 放 射 線 科

〔誌 上 発 表〕

佐川弥之助,他 :RCUの現状と問題点,第17回日本胸部疾患学会パネルディスカッション,日胸疾学会誌,

16:26,1978.

佐川弥之助 :肺内水分量の測定(2)Ⅹ線的診断法,呼吸と循環,26:69,1978.

佐川弥之助,大井元晴 :近畿地区における原発性肺高血圧症例 (第2報),厚生省特定疾患原発性肺高血圧症

調査研究班,昭和52年度研究業績,ll,1978.

佐藤公彦,李 泰 興,佐川弥之助 :Paraquat肺における血管系の変化一電顕像を中心として-,同上,203,

1978.

佐藤公彦,李 泰 興,佐川弥之助 :Bergamotoilのラット肺に及ぼす影響,同上,207,1978.
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〔学 会 発 表〕
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日本救急医学会総会,1978.9.

市谷迫雄,弘野慶次郎,坪井裕志 :肺機能の改善面よりみた巨大ブラの手術経験,第31回日本胸部外科学会総

会,(昭53.10)
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坪井裕志,弘野慶次郎,市谷迫雄,他2名 :長期結核治療をうけていたびまん性肺疾患症例について,第14回

日本胸部疾患学会近畿地方会,(昭53.ll)

浅井信明,佐川弥之助,他 :特発性自然気胸に対する胸腔鏡下胸壁外誘導による気腫性肺嚢胞切除術式とその

成績,同上.
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